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六闘市環噴基m計画中間素棄を策定しまし尼・・・-
は、すべての人々が一体となって自然と共生し、環境へ

の負荷の少ない循環を基調とする社会の実現をめざし、大村市の環境の保全に関す

る施策の総合的、かつ計画的な推進を図るための計画です。

このほど、市では『大村市環境基本計画Jの中間素案をまとめました。「市民・事業者・
市 みんなで協力してまちづくりを進める」という考えに基づき、市民の皆さんのご意見

を募ります。どうぞ、多くのご意見をお寄せ下さい。

大村市環境基本計画の内容

1 .環境基本計画の塁本的な考え方

2.大村市の環境の現況と課題

3.望ましい環境像

4.環境施策

5.計画の推進方法

車~~面詰場規三霊園E軍事ヨ01清雲E・・・・・
大村市では、事前にアンケート調査により市民の皆

さんのご意見をお聞きし、公募によるワーキンググル

ープ会議等により素案の検討を重ねてまいりました。

さらに学識者・関係団体・行政の各代表からなる「大

村市環境基本計画策定委員会」を設け、審議いただき

ました O

これらの検討を経て、中間素案をまとめました。

|大村市環境基本計画の塁本的な考え方 I 

①計画の位置づけと役割

この基本計画は、環境の保全に関する施策を長期的な観点から総合的、かつ体系的に推進し

ていくための基本となるものです。また、現在の「大村市総合計画Jをはじめとする環境に関わ
りを持つ諸計画の各施策において、環境面で配慮すべきことを示し、総合的な関連性をもたせる

とともに、その実効性を高めていくよりどころになる計画として位置づけられるものです。

そして、市民や事業者に対して、積極的に環境の保全に取り組む上での方向性を示し、その

取組を誘導する役割を担うものです。

1 ②計画における環境の対象分野

この計画における環境の対象分野は、大村市の環境特性、社会情勢の変化、市民の意識の変

化によっても変わってきますが、わが国の今日の環境問題への取組動向を踏まえ次のとおりと

します。

0生活環境一大気、水質、騒音・振動、悪臭、有害化学物質等
O自然環境一緑被状況、植生分布、主要動物-植物分布(希少種含む)、河川・海域の水辺状況等
O都市環境一公園緑地-緑化状況、親水空間、歩行者空間、歴史文化資源、都市景観等
0資源、の循環的利用-廃棄物排出・リサイクル、水・エネルギー利用等
0地球環境一地球温暖化、オゾン層破壊、酸性雨、熱帯林減少等

③計画の取組主体

この基本計画を推進するのは、「市民JI事業者JI市」で
あり、これら 3つの主体の協働により計画を推進します。

そして、健全で豊かな環境の恵みを享受するのは大村市

に暮らし働く人々であり、そこには、市外から観光等で訪

れる人々なども含まれます。
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④計画の期間

平成13年 (2001年)から平成22年 (2010年)までの10年間を目標としつつ、 「大村市総合計

画」の目標年次と整合を図りながら、実効性を高めるため、施策の進行管理を図っていきます。

なお、今後の社会情勢の変化、国の施策や大村市の他の関連計画等との連動により、この計

画を見直す場合もあります。

平成12年
(2000年)

〔大村市環境基本計画〕 同

策定期間

計画期間

t t 
必要に応じて見直し

平成22年
(2010年)

以

l大村市環境基本計画の概要 I 

大村市の望ましい環境像

豊かな自然、歴史・文化と身近にふれあい、
ともに青み・伝えるまちおおむら

基本目標

身近な自然を守り・青み、人と自然時代をつなぐ、快適でうるおいのあ

が共生するまちづくり るまちづくり

(自然環境の保全)

安全で安I~\に暮らせる、環境負荷の

少ないまちづくり

(生活環境の保全)

大村からはじめよう、地球環境にや

さしいまちづくり

(地球環境の保全)

ごみを出さない、資源循環型のまち

づくり

市・市民・事業者 みんなで考え、

取り組む協働のまちづくり

(参加とパートナーシッブ)

お知らぜ・・9ι

*中間素案については、市環境保全課、各出張所、コミュニティセンター及び図書館で閲覧で

きます。 [閲覧期間 12月1日(金)-12月15日(金)] 

1 * この中間素案へのご意見は、閲覧期間中に上記の閲覧場所で所定の用紙にて提出して下さ~ '10 

*環境基本計画の中間素案概要について、12月1日から市のホームページに掲載しま-すlp/。) 
(http://www.city.omura.nagasaki 

*環境基本計画の中間素案の説明会を下記の日程で開催します。

日 時間 場 所

11月27日(月) 19時~
中地区住民センター

2階大会議室

シーハットおおむらコミセン お問い合わせは
11月28日(火) 19s寺~

2階第 3.第4会議室

11月30日(木) 19時~
竹松住民センター 環境保全課
2階大会議室

内線 142
*いずれの会場でもご自由に参加できます。
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市政
Uっζ去えっ九:

市
郷
土
の
誇
り

α
安
平
の
功
績
に
ふ
れ
る

ー

|

長
岡
安
平
顕
彰
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

l

公
園
"
つ
く
り
に
携
わ
る
人
々
を
は
じ

め
、
全
国
か
ら
多
く
の
参
加
者
や
市
民
が

一
堂
に
会
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
シ
ー

ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
で
聞
か
れ
ま
し
た
D

講

演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

郷
土
が
生
ん
だ
近
代
公
園
の
先
駆
者
、
長

岡
安
平
の
功
績
と
設
計
哲
学
に
ふ
れ
、
こ

れ
か
ら
の
公
園
・
庭
園
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

同時に聞かれた都市
緑化イベン卜では、

大村市造園組合およ
び大村市緑化組合か

ら、花苗1，000鉢
(70万円相当)が寄
贈されました。

什
伊
丹
市
・
大
村
市
の
緋
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て

V

|
姉
妹
都
市
提
携
お
周
年
記
念
式
典
|

活
物
理
学
者
「
長
岡
半
太
郎
」
氏
、
が

刊
文
化
人
記
念
切
手
に

学
術
・
文
化
の
先
覚
者
の
偉
業
を
た
た
え
、
今
後

の
発
展
に
資
す
る
た
め
に
発
行
さ
れ
て
い
る
文
化
人

切
手
に
、
大
村
市
出
身
の
物
理
学
者
「
長
岡
半
太
郎
」

(
1
8
6
5
1
1
9
5
0年
)
が
長
崎
県
で
初
め
て
選

ば
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
九
州
郵
政
局
長

か
ら
甲
斐
田
市
長
に
記
念
切
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
口

市
長
は
「
偉
大
な
先
人
が
い
る
こ
と
は
若
い
人
の
誇

り
と
目
標
に
な
る
。
先
人
の
顕
彰
に
力
を
入
れ
て
行

き
た
い
。」
と
切
手
の
発
行
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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伊
丹
市
と
大
村
市
そ
し
て
伊
丹
市
と
頓
原
町
と
の
姉
妹
都
市
提
携
勾
周
年
記
念
式

典
が
什
月
刊
日
伊
丹
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
植
樹
(
大
村
ざ
く
ら

2
本
)
を
阪
急
伊
丹
駅
前
で
行
っ
た
後
、
記
念
式
典
で

甲
斐
田
市
長
は
「
伊
丹
市
と
大
村
市
は
歴
史

的
に
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
位
置
的
に
は

約
加
附
離
れ
て
い
ま
す
が
、
両
市
と
も
空
港

所
在
地
で
、
し
か
も
中
央
部
ま
で
泊
分
程
度

と
い
う
利
便
性
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
初
周

年
を
契
機
と
し
て
交
流
の
輪
が
広
が
り
、
伊

丹
市
・
大
村
市
の
紳
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
も

の
と
思
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

必
美
し
い
海
を
守
る
た
め
に

什

|
閉
鎖
性
海
域
の
浄
化
対
策
を

国

に

要

望

!

全
国
の
閉
鎖
的
な
海
域
の
沿
岸
自
治
体

等
で
構
成
す
る
「
全
国
閉
鎖
性
海
域
環
境

保
全
連
絡
会
」
(
会
長
甲
斐
田
園
彦
市
長
)

は
、
下
水
道
な
ど
の
廃
水
処
理
に
関
す
る

事
業
や
ヘ
ド
ロ
・
ご
み
の
除
去
処
理
作
業

な
ど
を
促
進
さ
せ
る
た
め
財
政
的
援
助
の

強
化
を
盛
り
込
ん
だ
特
別
措
置
法
の
制
定

と
特
別
交
付
税
の
措
置
を
、
環
境
庁
な
ど

7
省
庁
と
国
会
議
員
に
要
望
し
ま
し
た
。

今
後
、
大
村
湾
が
さ
ら
に
美
し
い
海
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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i塑
冨 rJ
道 n、
34乙三
号 定書

雲路
内整
線備

室E
整 laJ

書け
進τ
を ー
要
望

国
道
但
号
等
大
村
市
内
幹
線
道
路
整
備

促
進
期
成
会
(
会
長
甲
斐
田
園
彦
市
長
)

は
、
こ
の
ほ
ど
国
道
制
号
と
都
市
計
画
道

路
久
原
梶
ノ
尾
線
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
、
長
崎
県
を
は
じ
め
建
設
省
友
び
国
会

議
員
に
要
望
し
ま
し
た
。
建
設
省
か
ら
は

「
玖
島
交
差
点
改
良
は
本
年
着
工
、
西
本

町
交
差
点
区
間
工
事
は
本
年
に
用
地
説
明

会
を
終
え
、
氾
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
入

る
。
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
市
と

し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
に
、
今
後
さ
ら
に
整
備
促
進

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一

f
 

司、

mm
ょ
う
こ
そ
長
崎
ヘ
!

什

i
上
海
市
か
ら
訪
巴
団
体
観
光
国
第

1
陣
来
黒

i

国
際
観
光
の
振
興
の
た
め
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
中
国
か

ら
の
観
光
客
誘
致
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
上
海
市
か
ら
の

第

1
陣
お
名
が
長
崎
ー
上
海

聞
の
定
期
便
で
長
崎
空
港
に

到
着
。
甲
斐
田
市
長
は
「
長

崎
空
港
は
長
崎
県
の
玄
関
口
。

こ
の
便
を
大
い
に
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
、
上
海
市
と
本

県
の
交
流
が
活
発
化
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。」
と
、
上

海
市
か
ら
の
観
光
団
を
出
迎

え
ま
し
た
。

お
交
通
死
亡
事
故
の
防
止
の
た
め
に

α

|

「夕
暮
れ
時
の
早
め
の
点
灯
」
運
動
|

近
年
、
多
発
し
て
い
る
夕
暮
れ
時
の

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
「
夕
暮

れ
時
の
早
め
点
灯
」
運
動
が
県
内
で
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
広
報

啓
発
リ
レ

i
官
一
伝
隊
が
大
村
市
を
訪
れ
、

交
通
死
亡
事
故
抑
止
対
策
の
推
進
強
化

に
つ
い
て
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
、
松
添
収

入
役
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
大
村
市

職
員
も
退
庁
時
の
点
灯
運
動
を
始
め
、

交
通
安
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
市
内
の
教
職
員
な
ど

教
育
関
係
者
も
、
大
村
警
察
署
で
運
動

推
進
の
宣
言
式
を
行
い
ま
し
た
。

元
気
で
す

1
0
0
歳

演
田
イ
ノ
さ
ん
(
明
治
お
年

U
月
1
日
生
ま

れ
・
東
三
城
町
)
が

1
0
0歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
漬
田
さ
ん
は
、
お
祝
い
に
訪

れ
た
松
添
収
入
役
か
ら
渡
さ
れ
た
祝
賀
状
の
文

面
を
、
自
分
で
声
を
出
し
て
読
む
く
ら
い
の
元

気
ぶ
り
。
収
入
役
の

「も
っ
と
も
っ
と
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。」
の
言
葉
に
も
明
る
く
応
え

て
い
ま
し
た
。

-E書画面臨調・
.官製はがき ・封書

・ 「市民の声ファ ックスJFax54-660⑪ 
・ 「市長さん こんにちはj
(投書箱:市役所、各出張所に設置)

などを利用 して次の事項を記入のう え、

送ってくださし、。

①質問事項 ②住所・氏名・電話番号

卦t市も公園や道路などが整備され、たい
ぺあ住みやすいまちだと感じていますが、大

村市が誕生してからどれくらいになるのでし
ょうか?

ー芭担E白司直面晒首草画~

〒856-8686 玖島1丁目25番地
大村市役所 秘書広報課内 (内線204)
「市長さん!はいっ リ 係

昭和17年2月11日、東彼杵郡大村町・三浦村・

鈴田村・萱瀬村・福重村・松原村が合併して市

が誕生しました。平成14年2月で60周年を迎え
ることになりました。そこで60周年記念事業と
して、スポーツ ・文化・その他いろいろなイベ

ン卜を企画しています。

私がお答えします

マ五
32 V7A 
函 '
⑫ 
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〆、‘I を導入しよう!
.問い合わせ
土木課(内線423)アダブト制度とは

ボランティアとなる市民や地元企業が、 「里親jとなって一定区画を自らの養吾

(ア夕、プ卜)とみなして、定期的に清掃し面倒を男てもらう制度です。

身近な鷹境への配慮が
プラスとなる時代
来るべき21世紀は、環境への配慮や「美しい
まちづくりjが、ますます重要となる時代です。

自治体と市民-地元企業それぞれが手を取り合

い、協力することで、生活環境は舎よりさらに

改善され、快適な空闘がつくられると患います。

そのための効果的なプログラムが

“アダブ卜"です
地域社会や地元企業の力を原動力とするしくみをつくる

ことが、舎こそ必要であると考えます。 r美しいまちづく
りjをめざして、誰にでもできる手法で、誰もが参加でき

る方法が「ア夕、プト制度jです。

清掃区画の選定、清掃 . 

用具の貸与などを行う。且一一一一一

自治体の呼びかけに呼応
・賛同し、作業計画
意内容を遵守しなから、
実際の清掃活動を行う。

... 

“里親"(清掃実行者)

E司王哩E圭ニヨ副首m~"C~~:.l両五劇院~~~哩・

聞
協

品
川
市

i
、

齢
制
め

事

努

う

る

に

よ

吻
止
し

h
u
B
ト

ー
明

M
什
列
-

・

』

-
d
-

割

ご

ポ

鉱

乱

サ

の

散

を

仰

捌

潤

散
開

大村市の役割
市民や事業者との連携を図りながら、
効果的な対策の実施。

市民・企業市民の役割
市民が主役になって、自分たちの手で
まちをきれいにすることが大切です。

成人式のご案内 長崎県環境美化功労者表彰

平成13年の成人式を次のとおり開催します

日 時平成13年1月7日(日)受付11時 ・式典11時30分

場所市民会館

対象者昭和55年4月2日~昭和56年4月1日生まれ

内容式典、 新成人の誓い

※服装はできるだけふだん着でご参加ください。

※進学や就職で市外に転出していて、地元で式典に出席したい

人は、案内状がなくても出席できます。

・問い合わせ 社会教育課(内線368)

10月21日(土)長崎市で「平成12年度

長崎県美しいふるさと推進大会jが開催

され、日頃の環境美化活動に対して次の

方が表彰を受けました。

私たちも身近な環境美化に心がけまし

ょっ。

※敬称略

・団体の部 古城老人会 (三城町)

・個人の部 太田岩吉(宮小路2丁目)
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第52国人権週間 12月4日(月)--10日(日)
人権とは、人間が人として本来持っている権利で、憲法で保障されているよう

に、すべての人聞が等しく幸せな生活を営むための基本的な権利です。

毎日の生活の中で、これは人権問題ではないだろうかと感じたり、法律上どの

ようになるかわからないため、お困りの方は、気軽にお近くの人権擁護委員また

は法務局大村支局にご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。

大村市人権擁護委員(敬称略)

-谷本康子大村市杭出津2丁目 500-ロ

・山口 清大村市玖島2丁目 380-1

-内野祐里大村市武部町296-6

-松田喬一大村市武部町32-1 4 

-東明貴子大村市武部町27 6-1 1 

0特設人権相談所

ft 53-3275 

ft 53-4433 

ft53-0615 

ft 52-7893 

ft53-7501 

理由なく無理を強いられたり、人権を無視されている方、家庭内のもめごと、

土地・家屋、相続その他のことでお悩みの方は、相談においでください。

また、児童・生徒のいじめ、不登校、体罰など子どもの人権問題についても相

談に応じます。

日時 12月7日(木) 午前10時~午後4時
場所 大村市役所

相談員 人権擁護委員、法務局職員

※相談は無料、秘密は固く守られます。

.問い合わせ長崎地方法務局大村支局 ft52・2547

;市長謀議出険|
0女性の人権特設相談所
夫やパートナーなどからの暴力や職場等におけるセクシュアル・ハラ

スメント、つきまとい(ストーカー)その他のことでお悩みの方は相

談においでください。

7-

日時 12月8日(金) 午前10時~午後3時
場所諌早市役所生活相談室

相談員人権擁護委員、法務局職員

保険料 12月加入 160円
ふすヰ)で1月加入 120円
・申し込み・問い合わせ
安全対策課 (内線214)または各出張所 ※相談員はすべて女性ですので、お気軽にどうぞ0

.問い合わせ長崎地方法務局大村支局ft52-2547

年末・年始の交通安全キャンペーン
12月20日(水)-.. 1月3日(水)

[重点項目1
・飲酒運転の視絶

-高歯令者の交通事故防止

-夜間(特に薄暮時)の交通事故防止

-チャイルドシートとシートベルトの着用の徹底

「夕暮れ時における早めの点灯、雨・曇天時の終日点灯実施中」
夕暮れ時は、人や車が見えにくくなり、交通事故の原因となっています。

早めの点灯は、歩行者の発見を早めたり、自分の車の存在を他の車に早く知らせるなど、注意を促すためにも

効果的です。

交通事故防止のため、市民のみなさんのご協力をお願いします。

¥. 



大
村
市
の
財
政
事
情

市
で
は
年
2
問
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平

成
日
年
度
の
決
算
状
況
と
平
成
ロ
年
度
予
算
の
上
半
期

(
4
月
か
ら

9
月
ま
で
)
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

008万円
078万円
6
6
 

億

億
3
4
 

5
4
 

3
3
 

歳入

歳出

353億6，008万円

344億6，078万円

8億9，930万円

2億6，455万円

6億3，475万円

6億3，270万円

205万円

①収入金額

②支出金額

③差引額(①ー②)

④12年度へ繰越した事業にあてる額

⑤実質収支額(③ー④)

⑥平成10年度実質収支

⑦単年度収支(⑤ー⑥)

3億2，118万円¥
4，193万円 1 
10億1，678万円 1 
1億7，794万円 / 
15億5，783万円/

費
費
貸
費
一口M
一

会
働
防
復
一
一
室国一

議
労
消
災
一

/
/
!
?
-
¥
¥
 

農林水産業費

22億1，324万円
(6.4%) 

商工費
11億7，359万円
(3.4%) 

平成11年度一般会計歳出決算性質別内訳
繰出金

29億4，432万円

拡 開ヘ緋

積立金ーへ/竜
13億704万円

維持補修費
3億1，588万円
(0.9%) 

8 

一般会計使途別市債の状況

教育債

125億3，561万円
(29.8%) 

電，



イー
dZh 3Z 計 名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

老人保健 事業会計 79億9，015万円 79億8，146万円 869万円

公共下水道事業会計 44億8，277万円 44億7，335万円 942万円

国民健康保険事業会計 56億 212万円 54億8，074万円 1億2，138万円

農業集落排水事業会計 17億8，861万円 17億5，645万円 3，216万円

簡易水道 事 業 会 計 20億7，933万円 20億7，895万円 38万円

平
成
昭
年
度
-
般
~除
z3; 

計
(予
z算
年 T2

iiz 

i説

(
4
月
1
日
か
ら
9
月
初
日
ま
で
)
の

平
成
也
年
度
一
般
会
計
予
算
の
上
半
期

執
行
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

予
算
額

3
4
0
億

1
、

7
2
6
万
円
に
対
し
、
歳
入
の
収
入
済
額
は
、

億

5
、
0
0
8
万
円
で
収
入
率
は

4
2
・
2
%
で
す
。
収
入
未
済
額
は
、

億

6
、

7
1
8
万
円
で

5
7
・
8
%
で
す
。

歳
出
の
支
出
総
額
は
、

1
2
7
億

3
、
2
6
7
万
円
で
執
行
率
は

3
7
・
4
%

で
す
、
支
出
未
済
額
は
、

2
1
2
億

8
、

4
5
9
万
円
で

6
2
・
6
%
で
す
。

予算額

仁二コ
収入済額

亡二コ

90 (億円)

89億 195万円 J 
47f，章9，;322方向

7578億億百ー円-，函ーーー芳ー』再ーー

36億 719万円

一一J 憶4，4p9万円

24憶1，792万円i
11 措 4.828加

16億4，646万円
0万円

33億5，437万円
H章 224万円

32憶9，890万円

斗 1偉7.3悶万円 ] 

30億9，047万円
2.5億ヨ，046方向|
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「
「

υ
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R
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イ責

他

地方交付税

国庫支出金
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金

入収

入

の

市

繰

言者

市

そ

歳

入

唱

l
凋
且
『
「

J

唱

l
n
u
d
p
o

部
口
出
口

90 (億円)80 70 60 50 40 30 

費

費

費

費

農林水産費

費

費

費

工

木

コ'"同

債

f~ 

生

生

教

事志

偉I

商

士

公

民

歳

出

他σ〉そ

(平成12年9月30日現在)一般会計・特別会計財産状況

基金・積立金等両車物建林山地土

102億2，130万円185台302，560ぱ8，771，999ぱ

(平成12年9月30日現在)
aZh 玄 計 名 予 算 額 収入済額 執行率 支出済額 執行率

老 人保健事 業会計 75億6，934万円 29億5，785万円 39.1% 33億3，831万円 44.1% 
公共下水道事業会計 42億8，211万円 4億8，902万円 11.4% 13億6，507万円 31.9% 
国民健康保険事業会計 57億7，872万円 16億3，485万円 28.3% 21億2，334万円 36.7% 
農業集落排水事業会計 18億6，587万円 6，602万円 3.5% 3億ム293万円 18.4% 
簡易 水道事 業会計 12億6，020万円 5，923万円 4.7% 3信、3，706万円 26.7% 
介 護 保 険事業会計 29億6，347万円 6信、4，184万円 21.7% 8億7，043万円 29.4% 
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平成12年度特別会計予算執行状況



川
事
業
の
概
要

市
立
病
院
は
、
市
民
の
様
々
な
医
療

一
丁
ズ
に
応
え
る
た
め
、
地
域
医
療
の

中
核
的
総
合
病
院
と
し
て
、

ω臓
血
管

病
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
高
度
医
療
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
医
療
水
準
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

ロ
年
度
は
、
診
療
体
制
の
充
実
の
た

め、

4
月
に
神
経
内
科
の
常
勤
医
師
を

配
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
放
射
線
科
の
ガ
ン
マ
力
メ
ラ

(
核
医
掌
検
査
装
置
)
を
新
機
種
に
更

新
す
る
な
ど
医
療
機
器
の
充
実
を
図
り

ま
す
。ま
た
、
経
営
再
建
の
一
環
と
し
て
、

4
月
か
ら
、
医
事
計
算
部
門
の
職
員
を

1
名
減
量
し
委
託
拡
充
を
行
い
、
寝
亘
(

部
門
に
つ
い
て
は
退
職
不
補
充
と
し
新

，. 

た
に
委
託
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
給
食
調
理
部
門
の
委
託
化
へ

向
け
て
、
叩
年
度
か
ら
調
理
昌
一
の
職
種

変
更
に
よ
る
配
置
換
え
等
進
め
て
お
り

ま
す
が
、

5
月
か
ら
一
般
食
の
調
理
部

門
の
委
託
を
開
始
し
ま
し
た
。
日
年
度

か
ら
特
別
食
を
き
め
完
全
委
託
の
予
定

で
す
。ま
た
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
対
策
と

し
て
は
、
診
療
待
ち
時
間
短
縮
に
向
け

ω月
か
ら
外
来
の
診
療
開
始
時
聞
を
早

め
て
お
り
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
改
革
の
な
か
、
厳
し

(平成12年 9月30日現在)

9月30日開催の第 1回心臓血管病講座の模様

経理の状況表 1

い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様

に
信
頼
さ
れ
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供

で
き
る
総
合
病
院
と
し
て
、
今
後
も
診

療
体
制
の
整
備
充
実
と
経
営
の
健
全
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

資
本
的
収
入

資
本
的
+
支
出

差

引

川
経
理
の
状
況

平
成
ロ
年
度
上
半
期
の
経
理
状
況
は

表
1
の
と
お
り
で
、
そ
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入

収
益
的
+
支
出

差

引

お
億
ア
、

6
0
1
万
円

お
億
3
、

0
0
0
万
円

4
、

6
0
1
万
円

1
億
2
、

4
3
4
万
円

1
億
2
、
1
5
5
万
円

2
7
9
万
円

9
、

2
8
5
万
円

O
万
円

企業債の状況

区 分 発行額 償還額 未償還残高 備考

施設整備 47億 50万円 12信、661万円 341.意9，389万円 大蔵省

医療機器整備 5億 120万円 1億3，333万円 31:意6，787万円 大蔵省他

計 52億 170万円 13億3，994万円 38億6，176万円

表2

一
時
借
入
金
利
息

お
万
円

10 

同
平
成
刊
年
度
の
決
算
状
況

平
成
什
年
度
の
決
算
状
況
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入
引
億
6
、
1
3
9
万
円

収
益
的
麦
出
臼
億
9
、
8
4
0
万
円

差

引

ム

2
億
3
、

7
0
1
万
円

資
本
的
収
入

6
億
4
、
4
0
0
万
円

資
本
的
+
支
出

6
億
4
、
4
0
0
万
円

差

引

O
万
円

ヲ
h
u
u

一官
制
一
/

細
一
川
説

明一
4
4
最

創
一
如
賄

入
一
時
刻

借
一
本
借

期
「
長一

12年9月末
残高 考

借入先
大村市モーターボート競走事業

表 3

。蒔前年度末残高

5億5，000万円

区 分 予算額 予算執行額 予算執行率偶)1

収 第 1款病院事業収益 53億5，020万円 25倍、7，601万円 48.1 

益 第 l項医業収益 49億6，624万円 22億9，940万円 46.3 
的

収
第 2項医業外収益 3億8，096万円 2億6，420万円 69.4 

入 第 3項特別利益 300万円 1，241万円 413.7 

収 第 l款病院事業費用 56億5，565万円 25億3，000万円 44.7 

益 第 1項医業費用 54信ム077万円 24億2，150万円 44.5 
的

支 第 2項医業外費用 1億9，488万円 9，315万円 47.8 

出 第 3項特別損失 2，000万円 1，535万円 76.8 

第 l款資本的収入 4億1，177万円 1億2，434万円 30.2 

資
第 1項企 業 債 1億6，460万円 0万円

本
0.0 

的 第 2項他会計負担金 2億4，717万円 11.意2，334万円 49.9 

収
第 3項 固定資産売却代金 0万円 0万円 0.0 

入

第 4項 寄 附 金 0万円 100万円 皆増

本資的x 
第 l款資本的支出 4億1，177万円 1信、2，155万円 29.5 

第 1項建設改良費 1億6，810万円 111万円 0.7 

第 2項企業債償還金 2f:意4，367万円 1億2，044万円 49.4 

同

企
業
債
お
よ
び
長
期
借
入
金
な

ら
び
に
一
時
借
入
金
の
状
況

企
業
債
お
よ
び
長
期
借
入
金
な
ら
び

に
一
時
借
入
金
の
状
況
は
、
表
2
・

3

・

4
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
+
支
払
利
患
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

企
業
債
利
息

長
期
借
入
金
利
息

5億5，000万円5億5，000万円

細
一
山
一醐

明
一
立
撮

金
一
刑
賠

入
一
一
鴨
川

借
一
本
借

キ
守
「

表 4

12年9月末
残高

考

6億3，147万円

備

借入先
大村市モーターボート競走事業

3信(2，229万円81:意2，556万円

前年度末残高



t 

( )内は、うち時間外受付延患者数

心仁と1 入院 延 患者数 外来延・患者数

12年度 11年 度 増 減 12年度 11年度 増 減

4 月 8，591 ( 75)人 8，556( 89)人 35(ム 14)人 12，142(1，099)人 12，162 ( 835)人 乙斗 20( 264)人

5 月 8，279 ( 83) 8，002 ( 277 ( 10) 12，530 (1，186) 10，848 ( 985) 1，682 ( 201) 

6 月 8，835 ( 80) 8，167 ( 77) 668( 13，085 (1，096) 12，203 ( 838) 882( 258) 

7 月 8，760( 87) 9，079 ( 80) ム 319( 7) 12，668 (1，097) 12，891 (1，276) ム 223(ム179)

8 月 8，515 ( 94) 9，106 ( 85) ム 591( 13，639 ( 990) 12，499 (1，025) 1，140 (ム 35)
9 月 8，773 ( 99) 8，359 ( 66) 414( 33) 12，544(1，147) 12，318 (1，002) 226( 145) 

計 51，753 ( 518) 51，269 ( 470) 484( 48) 76，608 (6，615) 72，921 (5，961) 3，687 ( 654) 
1日平均 282.8 ( 2.8) 280.2 ( 2.6) 2.6 (0.2) 612.9 ( 52.9) 588.1 ( 48.1) 24.8 ( 4.8) 

日Ij年度伸 0.9%(7.7%) -5.8% 4.2% (10.0%) -1.1% 

入院・外来患者数状況調表 5

同
企
業
債
及
び
一
時
借
入
金
の
状
況

平
成
ロ
年
9
月
末
の
企
業
債
及
び
一

時
借
入
金
の
状
況
は
、
表
2
、
3
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
麦
払
利
患
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

企
業
債
利
息

2
、
2
5
0
万
円

同
経
理
の
状
況

平
成
ロ
年
9
月
末
の
経
理
の
状
況
は
、

表
1
の
と
お
り
で
、
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

収
益
的
収
入

収
益
的
+
支
出

差

引

資
本
的
収
入

讃
本
的
+
支
出

差

引

川
事
業
の
概
要

平
成
ロ
年
度
は
、
全
面
給
水
開
始
に

向
け
て
、
雄
ケ
原
配
水
池
を
増
設
し
、

池
田
導
水
管
の
布
設
に
よ
り
安
定
給
水

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
9
、
2
0
0
3m

/
日
の
給
水
体
制
を
制
御
す
る
中
央
監

視
設
備
の
改
造
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

3
、

9
5
2
万
円

4
、

4
9
6
万
円

ム

5
4
4
万
円

ー
、
5
7
6
万
円

8
、
3
8
1
万
円

ム
6
、

8
0
5
万
円

収
益
的
支
出

1
億
4
、
5
8
3
万
円

差

引

ム

1
、

8
8
2
万
円

資
本
的
収
入

8
億
8
、
3
3
0
万
円

資
本
的
麦
出

8
億
9
、
8
1
1
万
円

差

引

ム

1
、

4
8
1
万
円

資
本
的
収
入
の
不
足
額
1
、
4
8
1

万
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

1
億
2
、

7
0
1
万
円

同
平
成
刊
年
度
の
決
算
の
状
況

平
成
刊
年
度
の
決
算
状
況
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入

(平成12年 9月30日現在)

区 分 予算額 予算執行額 予算執行率(%)

収
第 1款 工業用水道事業収益 1倍、3，889万円 3，952万円 28.5 

益 第 l項営業 収益 8，474万円 3，939万円 46.5 
的

収 第 2項営業外 収益 5，415万円 13万円 0.2 

入
第 3項特 別利益 0万円 0万円

第 1款 工業用水道事業費用 1億6，942万円 4，496万円 26.5 
収

益
第 l項営業費 用 1億1，963万円 2，246万円 18.8 

的 第 2項営業 外費用 4，959万円 2，250万円 45.4 

支 第 3項特 別損 失 0万円 0万円

出
第 4項予 備 費 20万円 0万円

第 1款資本的収入 2億1，905万円 1，576万円 7.2 
資

本 第 1項補 助 金 7，005万円 1，576万円 22.5 
的

収 第 2項 企 業 {責 1億4，900万円 0万円
入

第 3項 工 業負 担金 0万円 0万円

資 第 l款資本的支出 2億3，280万円 8，381万円 36.0 
本

的 第 l項建設改良費 2億 875万円 7，195万円 34.5 
支

出 第 2項 企業債償還金 2，405万円 1，186万円 49.3 

経理の状況表 1

企業債の状況

区 分 発行額 償還額 未償還残高 備考

建設改良費 6億2，560万円 4，510万円 5億8，050万円 大蔵 省

" 8億9，950万円 8，548万円 8億1，402万円 公営企業金融公庫

計 15億2，510万円 1億3，058万円 13億9，452万円

表 2

一時借入金明細書

前年度末残高
本年度中における 12年 9月末

備 考借入残高最高額 残 品

0万円 0万円 0万円

11-
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川
事
業
の
概
要

平
成
ロ
年
度
上
半
期
は
、
収
益
的
収

麦
・
資
本
的
収
+
立
と
も
ほ
ぼ
前
年
並
み

に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
節
水

意
識
の
浸
透
な
ど
に
よ
り
、
収
益
が
若

干
減
収
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

建
設
改
良
工
事
に
お
き
ま
し
て
は
、

第
9
回
拡
張
事
業
の
う
ち
、
奮
一
瀬
ダ
ム

の
嵩
上
げ
工
事
が
本
年
度
終

3
予
定

で
、
簡
易
水
道
統
合
事
業
も
昨
年
統
合

に
向
け
て
送
水
管
敷
設
工
事
を
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
事
業
と
し
て
は
、
各
種

公
共
工
事
に
伴
う
水
道
管
移
設
工
事
、

老
朽
管
・
石
綿
管
布
設
替
え
工
事
を
行

う
一
方
、
給
水
区
域
内
の
漏
水
調
査
、

修
繕
工
事
を
実
施
し
、
育
収
率
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

川
経
理
の
状
況

本
年
度
上
半
期
の
経
理
の
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
、
執
行
状
況
は
別
表
ー

の
と
お
り
で
す
。

(平成12年9月30日現在)

区 分 予 算額 予算執行額 予算執行率(%)

収益収的入

第 I款 水道事業収益 16億3，176万円 7億6，505万円 46.9 

第 1項営 業 収 益 15億6，345万円 7億6，452万円 48.9 

第2項営業 外収 益 6，831万円 53万円 0.8 

第3項 特 liU 不リ 益 0万円 0万円 0.0 

第 l款 水道事業費用 17億1，196万円 4億9，001万円 28.6 
収

第 l項 営 業 費 用 13億 439万円 2億9，844万円 22.9 
益

的 第2項営業 外費 用 4億 477万円 1億9，157万円 47.3 

支 第3項 特 日リ 損 失 180万円 0万円 0.0 
出

第4項 予 備 費 100万円 0万円 0.0 

経理の状況別表 1

収
益
的
収
入
ア
億
6
、
5
0
5
万
円

収
益
的
+
支
出

4
億
9
、
0
0
1
万
円

差

引

2
億
ア
、

5
0
4
万
円

資
本
的
収
入

1
、
1
3
1
万
円

資
本
的
+
支
出

1
億
9
、
4
5
4
万
円

差

引

ム

1
億
8
、

3
2
3
万
円

同
企
業
債
の
状
況

本
年
度
上
半
期
に
支
払
っ
た
企
業
債

の
元
利
償
還
金
は
、
次
の
と
お
り
で
、

企
業
債
の
状
況
は
別
表
2
の
と
お
り
で

す
。

区 分 予 算額 予算執行額 予算執行率(%)

第 1款資本的収入 21億2，732万円 1，131万円 0.5 

資 第 1項 企 業 債 19億5，570万円 0万円 0.0 

本
第2項 他 会計負 担 金 720万円 0万円 0.0 

第3項 出 資 金 3，639万円 0万円 0.0 
的

第4項 補 助 金 3，584万円 0万円 0.0 
収

第5項 工 事 負 担 金 9，219万円 1，131万円 12.3 

入 第6項 固定資産売却代金 0万円 0万円 0.0 

第 7項寄 附 金 0万円 0万円 0.0 

本支資的出

第 1款資本的支出 25億 843万円 1億9，454万円 7.8 

第 l項建設改 良 費 23億2，974万円 1億 712万円 4.6 

第2項 企 業 債償還金 1倍、7，769万円 8，742万円 49.2 

第3項 予 備 費 100万円 0万円 0.0 

(単位:円)

一一一一一一一 企 業債元 金 企 業債 利息 メ口L、 計

大 蔵 省 48，946，477 112，356，796 161，303，273 

公営企業金融公庫 38，469，703 79，214，854 117，684，557 

計 87，416，180 191，571，650 278，987，830 
」

企
業
債
元
金

企
業
債
利
息

合

計

8
、

7
4
2
万
円

1
億
9
、

1
5
7
万
円

2
億
ア
、

8
9
9
万
円

12 

企業債の状況(借入先別)別表2川
決
算
の
状
況

平
成
什
年
度
の
決
算
の
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入
問
億
ア
、

5
7
5
万
円

収
益
的
+
支
出
日
億
ア
、

4
3
1
万
円

差

引

ム

9
、

8
5
6
万
円

資
本
的
収
入
は
億
3
、
0
8
6
万
円

資
本
的
十
支
出
問
億
9
、
7
1
7
万
円

差

引

ム

5
億
6
、

6
3
1
万
円

右
記
の
資
本
的
収
入
の
不
足
額
5
億

6
、
6
3
1
万
円
は
、
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。
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川
事
業
の
概
要

平
成
ロ
年
度
前
半
の
売
上
状
況
は
、

別
表
1
の
と
お
り
で
あ
り
、
第
6
固
ま

で
の
総
売
上
額
は
1
2
0億
1
、
1
1

6
万
円
(
対
前
年
度
比
日
・

6
%減)、

利
用
人
員
は
幻
万
8
千
人
(
同
1
%増
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
外
向
前
売

発
売
所
利
用
者
と
電
話
投
票
利
用
者
が

増
加
し
利
用
人
員
は
増
え
た
も
の
の
、

一
人
当
た
り
購
買
額
が
減
少
し
た
た

め
、
総
売
上
額
が
減
少
し
た
も
の
で
す
。

長
引
く
不
況
の
中
、
こ
の
よ
う
に
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
年
度
後
半

に
は
新
書
特
選
レ
ー
ス
に
加
え
G
I
レ

ー
ス
を
2
口
実
施
す
る
な
ど
売
上
向
上

を
図
り
ま
す
。

一
方
、
場
間
場
外
発
売
に
お
い
て
は

昨
年
同
時
期

(
9
月
末
)
よ
り
け
日
多

い
お
日
間
(
内
ナ
イ
タ
ー
レ
ー
ス
3

日
)
の
場
間
場
外
発
売
を
実
施
し
収
益

の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
改
善
の
一
環
と
し
て
開

催
従
事
昌
一
の
退
職
者
不
補
充
、
職
員
数

の
見
直
し
等
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
業
界
努
力
目
標
の
「
フ
ァ

ン
あ
っ
て
の
競
艇
」
を
念
頭
に
施
設
の

改
善
、
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
を

図
り
、
売
上
向
上
に
努
力
し
ま
す
。

川
経
理
の
状
況

本
年
度
上
半
期
の
経
理
の
状
況
は
次

の
と
お
り
で
、
執
行
状
況
は
別
表
2
の

と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入1
5
8億
1
、

0
7
7
万
円

収
益
的
+
支
出1
5
5億
5
、

4
5
1
万
円

差

引

2
億
5
、

6
2
6
万
円

資
本
的
収
入

O
万
円

資
本
的
麦
出

5
、
0
2
7
万
円

差

引

ム

5
、
0
2
7
万
円

同
平
成
刊
年
度
の
決
算
の
状
況

平
成
什
年
度
の
決
算
状
況
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入3
2
6億
9
、

0
4
0
万
円

収
益
的
支
出3
2
8億
ア
、

8
2
7
万
円

差

引

ム
ー
億
8
、
7
8
7
万
円

資
本
的
収
入

O
万
円

資
本
的
+
支
出
は
億
3
、
9
5
0
万
円

差

引

ム

凶

億

3
、
9
5
0
万
円

資
本
的
収
入
の
不
足
額
叫
億
3
、
9

5
0
万
円
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
等

で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
会
計
へ
は
5
億
円
を
繰

り
出
し
ま
し
た
。

況

月 度 別 7ゴG 上 品 月 度 別 7で去G 上 品 月 度 Bリ 7τ量'G 上 IEEヨゴヨ

l回(4月度) 17億9，557万円 3回 (6月度) 15億6，470万円 5回(8月度) 29億3，151万円

2回(5月度) 19億5，404万円 4回(7月度) 15億4，570万円 6回(9月度) 22億1，964万円

状上
=土Z

7c 別表1

~ 

(平成12年 9月30日現在)

区 分 予算額 予算執行額 予算執行率(%)

収 第 l款 モーターボート競走事業収益 428億2，081万円 158億1，077万円 36.9 

益 第 l項営 業 収 益 427億7，235万円 157億9，391万円 36.9 
的

収 第2項 営 業 外 収 益 4，846万円 1，686万円 34.8 

入 第3項特 別 利 益 0万円 0万円 0.0 

第 l款 モーターボート競走事業費用 431億5，766万円 155億5，451万円 36.0 

収
第 l項営 業 費 用 421億3，438万円 155億5，340万円 36.9 

益
第2項営 外 費業 用 328万円 111万円 33.8 

的
第3項特 日リ 損 失 0万円 0万円 0.0 

支

出
第4項繰 出 金 10億円 0万円 0.0 

第5項予 備 費 2，000万円 0万円 0.0 

資本収入自民J

第 l款資本的収入 0万円 0万円 0.0 

第 l項固定 資 産売却代金 0万円 0万円 0.0 

資 第 1款 資本的支出 24億2，566万円 5，027万円 2.1 

本 第 l項建 設 改 良 費 23億2，566万円 5，027万円 2.2 
的

支 第2項投 資 0万円 0万円 0.0 

出 第3項予 備 費 11.意円 0万円 0.0 

- 13-

経理の状況別表2



10/(1 
秋空に響く歓声
第51回小学校体育祭

「大村市小学校体育祭」
が陸上競技場で聞かれ、市
内の5・6年生による100m走
や400mリレーなどの競技に
熱い声援が送られました。

¥ 

10/. 

日ごろの成果を発表
第21回コミセンまつり

中央公民館利用グループの発表の場である「コミ
センまつり」が開かれました。100を超える各グル
ープのメンバーが、舞台と展示の部門のそれぞれで
日ごろの成果を披露し、多くの市民でにぎわいまし

11姐..  
..名曲をあなたに
長崎のうた自慢大会

「長崎のうた自慢大会」の大村市予選会がシ-
eハットおおむらで行われました。大会には、ビデ
オテープなどで審査を通過した21組が参加、得意
ののどを披露しました。審査で選ばれた5組は、平
成13年1月に開催される決勝大会に出場します。

101.畑ぬ
陸，ハンデになんか負けないぞ!
チャレンジド (市内障害児学級)運動会

市内小中学校の障害児学級に通う子どもたちと、県
立久原養護学校中学部2年生の生徒が参加して、親睦
を図る運動会が、シ ハッ トおおむらで行われました。
笑顔でゲームなどを楽しむみんなの姿は、とても生き
生きとしていました。

11/'措九州ーをめざして、オーツス!
? 九州空手道選手権

日本空手松涛会による第 1回九州空手道選手権大会が
シ ハッ トおおむらで行われ、九州各地から参加した選
手たちが、熱い戦いを繰り広げました。

たつ
ア」の1

大

冷

撲

S
F
4
2

ロH
H

h
膚

V
7
区

・司

--zl世

叫
官
、
っ
出

泊

ま

鋭

鈴田地区社会体育「相撲大会」
(小学生の部)が鈴田小学校相撲
場で行われました。集まった豆力
士たちの熱い一番が繰り広げられ
る土俵に向けられる声援は、さら
にヒートアップしていました。

11。
力作がそろう文化の秋
市美術展覧会

「第40口市美術展覧会」がコミ
センで聞かれ、洋画-書-写真 ・日
本画 デザイン目彫塑ー工芸の各
部門に、市民から寄せられた数多
くの力作が展示されました。

-15-

，1..-

11/8文化の秋に
~郷土芸能を扱露!
第39回おおむら祭り

秋の恒例行事である「おおむら祭り」がお祭
リ広場(市民会館駐車場)で聞かれました。ブ
ラスパンドーチアリーダー・民踊・日舞などに
続いて、郷土芸能の木場龍踊リ 沖田踊り ー大
村獅子舞がアーケード内をパレードした後、お
祭り広場で多くの市民に披露されました。最後
には威勢のよい樽みこしが登場し、大きな拍手
と歓声が送られました。

第 41田市民音楽祭

10/~ 
恒国ゆっくり歩くあなたも主役!
第8毘かんぽミ ッドナイトウオークラリー

約750人の参加者があった 「ミッドナイトウォ
ークラリーjは、陸上競技場を出発する約14Km
のコースで行われました。我先に走る男の子もい
れば、マイペースで歩<人あり 、それぞれが秋
の夜にさわやかな汗の感触を楽しんでいました。

1 0/~ 文化の秋を満喫
可画面F市民音楽祭
市民いけばな展

市民茶会

美しい歌声やハーモニーに包ま
れた、市民会館の市民音楽祭、そ
して伝統的な日本の雰囲気に包ま
れた、 コミセンでのいけばな展と
茶会。多くの市民でにき、わった市
民文化祭のひとこまでした。

10/~ 
恒国いっしょに踊りましょう!
第22回母と子の
心のふれあいスポーツ大会

シーハットおおむらで 「母と子のふれあいス
ポ ツ大会Jが開かれ、子どもたちはお母さん
といっしょに、楽しいスポ ツやダンスなどで
笑顔の1日をすごしました。

〈
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小学生の熱戦にわく
第10田県央カップ争奪
小学生スポーツ交流大会

県央地域の小学生が、スポ
ーツを通じて支流の機会を持
とうと聞かれたこの大会。 7
種目が市内11会場で行われ、
懸命にボ jレを追ったり、真
剣勝負に挑む選手たちに、盛
んな声援が送られました。

11/.哩‘
墨書秋の夜長の武家屋敷
橋本正隆邸ライトアップ

市指定史跡旧楠本正隆邸が夜間開館されました。
2日間で200人を超える入場者があり、ライトアッ
プされて趣の遣う屋敷と庭園に、秋の深まりを感じ
ていました。



旧大村消防署
装いも新たに始動

r 

旧大村消防署の改装が行われ、
次の機能を持った施設が1月4日にオープンします。

ボランティアセンター(仮称)
ボランティア活動についての市民の意識が高まりつつあ
るなかで、気軽に参加し活動しやすいように、活動拠点の
提供、ボランティア登録制度や人材育成などの支援を行う
ボランティアセンターを開E支します。
ボランティアセンターでは次のような業務を行う予定です。
・ボランティア活動の斡旋
-啓発事業
・ボランティアの情報提供

シルバー人材センター
[シjレパ 人材センターが移転します]

働く喜びと社会参加の輪を拡げよう!

高齢化の進展に伴い、健康で元気な高齢者が
増加する中、活力に満ちた明るい高齢社会を築
くため、意思と能力に応じて地域の中で生きが
いを持って働くことを推進する拠点として、ま
た、ふれあいの場としてのワークプラザが完成
し、研修室等も完備されました。 “まだまだわ
きでるシルバーパワー"を合い言葉に頑張って
いきます。

男女共同参画推進センター(仮称)
男女が自らの意思によって、社会のあらゆる分野におい
て参加・参画をし、ともに責任を担うことが、できる「男女
共同参画社会」実現のための事業を積極的に推進します。
学習・交流・活動などの新しい出会いを通して、女性の自
立と社会参加を応援します。
男女共同参画推進センターでは、次のような業務を行う予
定です。
-講座研修会の開催
・情報の提供(図書室の利用)
-女性団体ネットワーク活動支援
.相談業務

企画調整課(内線222)-・面PDi認否ie.ill・

磨
A
て
@一定一あと一

メ
ダ
リ
オ
ン

昭
和

7
年
、
旧
制
大
村
中
学
校

(
現
在
の
大
村
高
校
)
の
校
舎
工
事

中
に
、

1
6
3
9
年
(
寛
永
日
年
)

の
銘
の
刻
ま
れ
た
大
村
家
の
家
老
の

墓
の
下
か
ら
メ
ダ
リ
オ
ン
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
は
、

回
世
紀
に
ス
ペ
イ
ン
の
王
立
造
幣
局

で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、
聖
母
マ
リ

ア
の
姿
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
す
。

島
原
の
乱
後
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
時

代
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
大
村
の
歴
史
の
中
で
異
彩
を
放

つ
キ
リ
シ
タ
ン
の
時
代
を
物
語
る
貴

重
な
資
料
で
す
。

今
か
ら
約
4
5
0年
前
に
宣
教
師

ザ
ビ
エ
ル
の
来
航
に
よ
り
キ
リ
ス
ト

教
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
大

村
で
は
領
主
大
村
純
忠
が
日
本
初
の

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
に
な
る
な
ど
積
極

的
に
受
け
入
れ
、
領
民
の
ほ
と
ん
ど

が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
領
内
の
神

社
仏
閣
は
破
壊
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教

一
色
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
国
内

統

一
が
な
る
と
、
日
本
国
内
は
キ
リ

ス
ト
教
禁
教
の
時
代
を
迎
え
、
さ
ら

に
徳
川
の
世
に
な
る
と
ま
す
ま
す
禁

教
政
策
が
強
め
ら
れ
、
大
村
も
そ
の

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
純

ー

文
化
財
は
語
る
|
⑦
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「
無
原
罪
の
聖
母
」

am
指
定
有
形
え
化
財

忠
の
子
・
宣
豆
削
は
キ
リ
ス
ト
教
を
棄

て
、
神
社
仏
閣
を
再
興
し
、
領
内
は

仏
教
へ
と
変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。
大

村
藩
の
禁
教
政
策
は
徹
底
的
に
行
わ

れ
、
教
会
は
も
と
よ
り
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
墓
ま
で
も
破
壊
す
る
ほ
ど
で
し

た
。し
か
し
、
隠
れ
て
キ
リ
ス
ト
教
の

信
仰
を
続
け
て
い
た
人
々
が
お
り
、

こ
の
こ
と
が
発
覚
し
、
大
量
に
捕
ま

る
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
禁
教
か
ら

日
年
あ
ま
り
の

1
6
5
7
年
(
明
暦

3
年
)
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
事
件

が
「
郡
崩
れ
」
と
呼
ば
れ
、

6
0
8

人
が
捕
ま
り
、

4
1
1
人
が
処
刑
さ

れ
る
と
い
う
大
事
件
と
な
り
ま
し
た
。

「
郡
崩
れ
」
関
係
の
遺
跡
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
史
跡
と
し
て
現
在
に
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

家
老
の
墓
か
ら
出
て
き
た
メ
ダ
リ

オ
ン
は
、
波
乱
の
大
村
キ
リ
シ
タ
ン

史
を
語
り
か
け
て
き
ま
す
。

~) 
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このコーナーでは、ひとつの目標に向けてがんばっている人、

絵や工作で見事に員をもらった吾どもたち、金婚式を迎えられ

たご夫妻なと¥いろんな市民の方々を紹介しています。近所に

こんな方がいますよ、といった情報を募集します。

また、市政への質問やご意見などもどしどしお寄せください。

干856-8686大村市玖島1丁目25大村市秘書広報課

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た

「人
権
擁
護
委
員
」
が
5
人
い
ま
す
。
委

員
の
方
々
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
起
こ

る
人
権
に
関
す
る
問
題
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
昭
和
白
年
か
ら
委

員
を
な
さ

っ
て
い
る
谷
本
さ
ん
に
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

O
そ
も
そ
も
「
人
権
」

と
は
伺
な
の
で
す
か
。

人
聞
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
み
ん
な
平
等

に
持
っ
て
い
る
、
生
き
て
い
く
た
め
の
基

本
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

。
最
近
の
人
権
に
関
し
て
感
じ
て
お
ら
れ

る
こ
と
は
。

少
子
化
、が
進
む
に
伴
っ
て
、
子
ど
も
が

わ
が
ま
ま
に
育
て
ら
れ
て
き
た
「
つ
け
」

が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
小
さ
い
時
か

ら
も
の
の
善
悪
を
教
え
、
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
し
つ
け
の
基

本
な
の
で
す
。
そ
れ
が
今
は
不
十
分
で
す
。

相
手
の
こ
と
を
考
え
な
い
で
勝
手
な
行
動

を
す
る
人
、
昔
な
ら
親
が
教
え
て
き
た
こ

と
を
知
ら
な
い
大
人
が
今
は
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

O
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の
ご
苦
労
は
何

で
し
ょ
う
か
。

女
性
か
ら
の
離
婚
の
相
談
や
、
借
金
返

済
に
か
か
わ
る
相
談
な
ど
が
多
い
の
で
す

が
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
満
足
い
く
答
え

が
で
き
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
不

備
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ

は
私
た
ち
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ

「思いやりののを持ってJ

ん
。
し
か
し
、
何
か
の
役
に
立
っ
て
も
ら

え
れ
ば
、
と
い
う
奉
仕
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
少
し
で
も
気
持
ち
を
楽
に
し
て
あ
げ

た
い
、
と
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

O
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

自
分
ひ
と
り
で
悩
ん
で
も
、
堂
々
巡
り

で
解
決
で
き
な
い
こ
と
で
も
、
誰
か
に
聞

い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
少
し
は
気
が
晴
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
以
外
に
自
分
と
同

じ
考
え
を
持
っ
た
人
だ
っ
た
り
す
る
と
、

「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
」

と
安
心
で
き
る
も
の
で
す
。
女
性
だ
か
ら

こ
そ
親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て
上
げ
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
ね
。
だ
か
ら
気

軽
に
相
談
を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
も

ち
ろ
ん
秘
密
は
守
ら
れ
る
の
で
、
安
心
し

て
く
だ
さ
い
。

ロ
月
4
日
か
ら
日
日
は
「
人
権
週
間
」

と
定
め
ら
れ
、
特
設
相
談
所
な
ど
の
設
置

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
(
今
月
号
7
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)
。
ま
た
、
市
役
所

の
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
月
第
1

木
曜
日
を
人
権
相
談
日
と
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
委
員
の
方
々
は
、
い
つ
で
も
無

料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
題
を
解
決
す
る
の
は
最
後
は
あ
な
た

自
身
で
す
が
、
解
決
ま
で
の
お
手
伝
い
に

力
を
貸
し
て
く
れ
る
、
そ
れ
が

「人
権
擁

護
委
員
」
で
す
。

人権擁護委員

谷本康子さん

AsCoresdαVidα三

イ

大村市国際交流員

アナ ・メンディシュさん

'‘ ， 
「
ク
リ
ス
マ
ス
」

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
生
誕

を
祝
う
期
間
で
す
。
全
て
の
家
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
と
か
い
ば
桶
が
据
え
ら
れ
ま
す
。
ロ
月
担
日

の
夜
は
、
家
族
と
夕
食
を
し
て
、
イ
エ
ス
が
生
れ

た
時
東
方
の

3
博
士
が
贈
り
物
を
し
た
こ
と
に
ち

な
ん
で
、

真
夜
中
に
贈
り
物
を
交
換
す
る
習
慣
が

あ
り
ま
す
。
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
ス
が
贈
り
物
を
入

れ
や
す
い
様
に
、
煙
突
の
下
に
靴
下
を
置
い
て
お

く
家
庭
も
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
気
前
の
よ

い
老
人
が
ト
ナ
カ
イ
に
引
か
れ
た
車
に
乗
っ
て
北

極
か
ら
天
空
を
駆
け
、
全
て
の
煙
突
か
ら
降
り
て

き
て
、

世
界
中
の
子
供
た
ち
に
贈
り
物
を
す
る
の

だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

リ
ス
ボ
ン
な
ど
国
中
の
街
の
通
り
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
問
、
明
か
り
が
点
さ
れ
ま
す
。
商
屈
も
、

ロ
ウ
ソ
ク
、
蝶
結
び
し
た
赤
の
リ
ボ
ン
、
天
使
と

雪
で
飾
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
愛
と
平
和
に
関
わ
り

の
あ
る
音
楽
も
至
る
所
に
響
き
渡
り
ま
す
。
温
か

い
焼
き
栗
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
下
町
を
散
歩
し
て
、

街
の
美
し
さ
を
昧
わ
う
絶
好
の
機
会
で
す
。
み
ん

な
、
贈
り
物
を
買
っ
た
り
、
外
国
に
居
る
友
人
や

家
族
に
カ

l
ド
を
書
く
の
に
大
忙
し
で
す
。

今
年
、
私
は
家
族
や
友
達
、
そ
し
て
美
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
の
筋
書
き
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
以
外
の
国
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る

の
は
初
め
て
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の

ロ
月

M

日
に
ツ
リ
ー
を
飾
り
、
贈
り
物
の
交
換
を
で
き
る

か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
ぶ
ん
サ
ン
タ

・
ク

ロ
ー
ス
が
大
村
に
も
や
っ
て
き
て
、
私
の
家
の
窓

辺
で
フ
ァ
ド
を
歌
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
、
と
て
も
素
敵
な
贈
り
物
で
す
が
、

高
望
み
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
私
の
最
も
大
事
な

ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
り
物
は
、
来
日
以
来
私
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
人
達
と
集
ま
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
陰
で
、
私
は
自
宅
に
い
る
よ
う

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
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お名前はなんですか ?
コモ セ シャマ

Como se chama ? 

ヴィヴ~

アナさんの

フンポイン卜・ポルトガル語講座



みんなの

健康
の涙j

「
膝
に
水
が
溜
ま
っ
た
。」
と

二一一口
う
話
を
お
聞
き
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
既
に
ご
自
身
で
体
験
さ
れ

た
お
方
も
居
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ

う
。
中
高
年
に
な
っ
て
、
膝
が
痛

み
始
め
た
お
方
に
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
立
ち
上
が
っ
た
り
、

座
っ
た
り
す
る
時
に
、
い
つ
も
膝

が
痛
い
な
あ
i
と
感
じ
て
い
て
、

そ
の
う
ち
に
、
膝
の
裏
側
や
、

「ふ
く
ら
は
ぎ
」
が
「
ど
う
か
あ

る
な
あ
あ
」
「
お
か
し
い
な
あ
あ
」

と
思
っ
て
来
院
な
さ
る
お
方
が
多

い
よ
う
で
す
。
拝
見
す
れ
ば
す
ぐ

に
分
る
程
に
、
パ
ン
パ
ン
に
膝
の

上
が
膨
張
し
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
軽
症
の
場
合
は
、
触
診

(
子
ざ
わ
り
)
で
も
な
か
な
か
判

断
を
つ
け
に
く
い
場
合
も
あ
り
ま

「膝z
aa--

むたクリニック

院長牟田義人

r 、

す
。
こ
ん
な
時
に
、
医
師
は
膝
の

外
側
か
ら
関
節
に
向
か
っ
て
注
射

針
を
刺
し
て
、
中
身
を
注
射
器
に

吸
引
し
ま
す
。内
容
を
確
認
し
て
、

そ
の
量
も
調
べ
、
時
に
は
す
ぐ
そ

の
あ
と
に
薬
剤
を
注
入
し
、
注
射

針
を
抜
去
し
た
ら
再
び
そ
こ
を
十

分
に
消
毒
し
て
、
ガ
ー
ゼ
類
を
あ

て
て
、
翌
日
ま
で
そ
こ
を
濡
ら
さ

な
い
よ
う
に
守
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
膨
張
が
減
り
ま
す
の
で
、
す

ぐ
に
膝
の
動
き
が
し
易
く
な
り
、

治
っ
た
と
思
っ
て
又
す
ぐ
無
理
を

な
さ
る
お
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
で
な
い
時
の
関
節
は
注
射
針

を
刺
し
て
吸
っ
て
も
関
節
液
や
血

液
な
ど
は
で
て
き
ま
せ
ん
。
関
節

が
、
な
ぜ
か
異
常
の
状
態
に
な
っ

た
時
に
お
か
し
な
関
節
液
が
、
関

節
の
内
壁
か
ら
湧
き
出
し
て
き

で
、
流
れ
出
て
い
く
孔
が
な
い
も

の
で
す
か
ら
、
結
局
、
膝
の
な
か

に
溜
ま
っ
た
ま
ま
で
膨
れ
上
っ
て

く
る
わ
け
で
す
。
病
気
の
種
類
や

程
度
、
怪
我
の
状
態
に
よ
っ
て
、

こ
の
関
節
液
は
澄
ん
で
い
た
り
、

濁
っ
て
い
た
り
、
血
が
混
じ
っ
て

い
た
り
、
時
に
は
全
く
血
液
の
よ

う
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず

一
度
は
注
射
器
で
吸
引
し
て
検

査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
「一

度
水
を
ぬ
く
と
、
癖
に
な
っ
て
文

す
ぐ
溜
ま
る
。
と
人
か
ら
聞
い
て

い
る
の
で
ぬ
く
の
は
嫌
だ
。」
と

検
査
を
拒
否
す
る
お
方
も
居
ら
れ

ま
す
が
、
「
癖
に
な
る
」
と
云
う

の
は
思
い
違
い
で
す
。
病
気
の
状

態
に
な
っ
て
い
る
か
ら

「水
が
溜

ま
る
」
の
で
す
。
な
お
れ
ば
溜
ら

な
く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
ん

な
状
態
に
な
っ
た
膝
の
病
気
は
な

か
な
か
治
り
ま
せ
ん
の
で
、
水
が

溜
ま
り
続
け
る
場
合
が
多
く
難
溢

し
て
い
ま
す
。
中
・
高
年
者
の
膝

の
障
害
で
最
も
多
い
の
は
、
変
形

性
膝
関
節
症
と
云
う
病
気
で
す

が
、
溜
ま
っ
た
水
(
関
節
液
)
は

透
明
な
淡
い
麦
色
、
ビ
ー
ル
の
よ

う
な
外
見
を
し
て
い
ま
す
。
祇
め

た
こ
と
は
な
い
の
で
昧
は
分
か
り

ま
せ
ん
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
涙
の
よ
う
に

し
ょ
っ
ぱ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

膝
が
涙
を
溜
め
て
い
る
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。
大
切
な
膝
を
か
わ
い

が
っ
て
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。
養

生
、
治
療
法
は

一
概
に
は
申
せ
ま

せ
ん
の
で
医
師
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

、
歳末たすけあい運動

12月 1 日 ~25 日

r 、
大切なあなたと一緒に
ちゃんと知りたい
AIDSのこと

F 

10月から実施しています赤い羽根共同募金運動では、みなさまの温か
いご協力をいただき、誠にありがとうごさ。います。

共同募金会では、 12月1日から25日までの間「歳末たすけあい運動j
として募金活動を行っています。

一人でも多くの地域の皆様が、明るいお正月を迎えられるよう、引

き続きご理解、ご協力をお願いします。

HIV (ヒ卜免疫不全ウイルス)に感染すること
で引き起こされるAIDSは、ここ数年で治療法が飛
躍的に進歩し、早期発見・早期治療で発症を遅ら
せることカずできるようになりました。けれども、
感染者の数は増えています。その約80%が性行為
による感染です。AIDSの原因であるHIVの感染を
防ぐためには、正しい知識をもって行動すること
が最も大切です。
あなたとあなたの大切な人のためにも、ち ゃん
とAIDSについて知っておいてください。

4，209，000円

2，506，000円

363，000円

340，000円

550，000円

30，000円

420，000円

358世帯

363名

68名

110名

6名

86名

.昨年の募金のゆくえ

[総額】

低所得世帯

低所得家族

長期入院患者

寝たきり老人

交通遺児

在宅重度心身障害児(者)

スレ
ド
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E
'
』
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• 
-電話相談
償却エイズ予防財団

醸 0120(177) 812 
月曜~金曜/10時~13時・ 14時~17時
JFAPエイズサポートライン
~03 (5521) 1177 

4、

J 

(ft⑮1352) 
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あ
な
た
の
年
金
は

大
文
夫
で
す
か
?

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
4
)

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む
却

歳
以
上

ω歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

加
入
し
て
い
て
も
保
険
料
の
納
付
を
し

な
け
れ
ば
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
納
め
た
保
険
料

を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
今
ま
で

の
自
分
の
納
付
状
況
を
確
認
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
次
に
あ
げ
る
期
間
の
合
計
が
お
年

以
上
必
要
で
す
。

。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
間
(
第

3
号
被
保
険
者
期
間
を
含
む
)

O
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間

。
昭
和
初
年
4
月
以
降
の
厚
生
年
金
や

代表〉

市役所

ft53・4111

共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
た
期
間

O
任
意
加
入
で
き
た
が
加
入
し
な
か

っ

た
期
間

※
任
意
加
入
で
き
た
期
間
と
は
、
昭
和
初

年
4
月
以
降
の
却
歳
以
上

ω歳
未
満
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
期
間
で
す
。

O
配
偶
者
が
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に

加
入
し
て
い
た
期
間
(
昭
和
臼
年
3
月

ま
で
)

O
学
生
で
あ
っ
た
期
間
(
平
成
3
年
3

月
ま
で
)

O
日
本
人
で
外
国
に
住
ん
で
い
た
期
間

ω歳
以
上
の
人
も
任
意
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
!

ω歳
に
な
る
ま
で
に
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
は
ω
歳
に
な
る
ま
で
加
入
し
て
不
足

期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(
昭
和
初
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の

人
は
初
歳
に
な
る
ま
で
の
、
受
給
資
格

期
間
を
満
た
す
ま
で
加
入
で
き
ま
す
)

ま
た
、
す
で
に
資
格
期
間
は
満
た
し

て
い
る
が
年
金
額
を
増
や
し
た
い
と
い

う
人
は
白
歳
に
な
る
ま
で
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

第13回国民年金写真コンテスト
入選「じいちゃんのお気に入り」
浦孝行さんの作品

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
?

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
に

な
り
ま
し
た
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
納
付
書
の

紛
失
な
ど
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料

が
納
め
ら
れ
な
い
と
い
う
人
は
納
付
書

を
送
り
ま
す
の
で
早
め
に
年
金
係
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

こ
く
ほ
人
間
ド
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
ま
す

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
2
)

国
保
の
保
健
事
業
の

一
環
と
し
て

「こ
く
ほ
人
間
ド
ッ
ク
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
定
員
1
0
0名
、
ま
だ
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
受
診
さ

れ
ま
せ
ん
か
?

生
活
習
慣
病
は
、
病
気
の
初
期
に
は

自
覚
症
状
が
な
く
、
手
遅
れ
に
な

っ
て

発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
覚
症
状
の
な
い

時
期
に
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す

る
と
い
う
の
が
検
診
で
す
。
健
康
な
う

ち
か
ら
、
毎
年

一
度
は
健
康
診
断
を
習

慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
国
保
の
被
保
険
者
で
満
鈎
歳
以

上
の
人

診
断
場
所

自
己
負
担

市
立
病
院

男
性
1
万
1
、

0
0
0円

女
性
1
万
2
、
0
0
0円

※
電
話
で
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す

ロ
月
の
「
ご
み
と
リ
サ

イ
ク
ル
」
講
座
開
催

清
掃
課
(
包
⑭

3
1
0
0
)

日
時
ロ
月
8
日
樹
、
午
後
6
時
加
分

1
8時

場
所

清
掃
セ
ン
タ
ー
2
階

大

会

議

室

定

員

日

人

内

容

市

の
リ
サ
イ
ク
ル
状
況
申
込
方
法

事

前
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
(
毎
月
参
加
さ
れ
る

方
で

一
度
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
そ
の

後
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
)

※
こ
の
講
座
は
平
成
日
年
3
月
ま
で
、

第
2
金
曜
日
(
午
後
6
時
加
分
1
8時
)

に
開
催
し
ま
す
。
参
加
方
法
、
場
所
等

は
同
じ
で
す
。

。
生
ご
み
収
集
に
つ
い
て
の
お
願
い

「
ご
み
は
午
前
8
時
初
分
ま
で
に

出
し
て
く
だ
さ
い
」

そ
の
日
の
収
集
が
交
通
事
情
・
通
行

止
め
・
事
故
お
よ
び
ご
み
の
量
に
よ

り
、
収
集
時
間
・
収
集
コ

l
ス
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
収
集
後
に
出

さ
れ
て

「取
り
に
来
て
い
な
い
』
と
の

苦
情
が
あ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
午

前
8
時
鉛
分
ま
で
に
出
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
て
い

た
だ
き
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

小
型
焼
却
炉
を
設
置
し

て
い
る
皆
さ
ん
へ

県
央
保
健
所
衛
生
環
境
課

(包
⑮
3
3
0
5

廃
棄
物
焼
却
炉
等
か
ら
発
生
す
る
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
を
抑
制
し
、
国
民
の
健

康
の
保
護
を
図
る
た
め
、
平
成
ロ
年
1

月
日
日
に
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特

別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
要
件
に
該
当
す
る
廃
棄
物
焼
却

炉
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、
保
健
所
へ

の
届
出
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
自
主
測

定
、
排
出
基
準
の
遵
守
の
義
務
が
あ
り

ま
す
の
で
、
速
や
か
に
保
健
所
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
出
義
務
違
反
は
、
お
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

規
制
対
象
の
要
件

事
業
所
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
焼
却
炉
の
う
ち
、

火
床
面
積

ωぱ
以
上
ま
た
は
、
焼
却
能

力
1
時
間
当
た
り
回
同
以
上
の
も
の

19 



市役所

怨53-4，111(代表)

下
水
道
建
設
課
(
内
線
4
0
2
)

大
村
市
排
水
設
備
指
定

工
事
后
の
指
定

平
成
立
年
目
月
2
目
指
定

指
定
番
号
倒
・

偏
有
明
設
備
工
業
(
北

高
来
郡
高
来
町
大
字
森
山
慶
師
野
名
7

9
3
)
指
定
番
号
釘

・
陶
丸
信
設
備

(
長
崎
市
矢
上
町
6
8
0
1
)
指
定

番
号
鉛
・

側
向
井
管
工
社
(
佐
世
保
市

松
原
町
お

9
)

。
排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
庖
で

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
に
つ
い
て

は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
事
業
者
で
な

け
れ
ば
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

O
勧
誘
に
つ
い
て
注
意

最
近
、
汚
水
桝
の
点
検
と
称
し
て
、

格
安
で
管
清
掃
を
行
う
旨
の
説
明
を
し

て
、
勧
誘
を
行
い
多
額
の
請
求
を
し
て

い
る
業
者
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
屋
外
の
溜
桝
を
1

か
月
に
1
回
清
掃
し
て
油
分
等
を
取
り

除
く
こ
と
を
す
れ
ば
、
排
水
管
の
清
掃

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

狩
猟
鰐
禁

狩
猟
期
間

平
成
均
年

2
丹
市
日
ま
で

山
野
を
歩
い
た
り
、
田
畑
等
で
作
業
を

す
る
時
は
、
目
だ
つ
服
装
や
ラ
ジ
オ
を
流

す
な
ど
、

自
分
の
存
在
が
分
か
る
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

-
問

い
合
わ
せ

県
自
然
保
護
課

(8
0

9

5

8

2
6
1
6
7
1
5
)
 

平
成
吃
年
度

地
籍
調
査
に
ご
協
力
を

地
籍
調
2 査
門課
線
3 
5 
8 

3 
5 
9 

平
成
日
年
現
地
調
査
地
区
の
閲
覧
を

行
い
ま
す
。

閲
覧
を
行
う
地
区

玖
島

1
1
3
丁

目

・
片
町
・

幸
町

閲
覧
で
き
る
も
の

地
籍
図
原
図
・
地
籍
簿
案
(
閲
覧
期
間

平
成
日
年
1
月
予
定
i
m
日
間
)

※
地
籍
測
量
実
施
中
の
地
区
で
は
、
立

会
い
で
境
界
(
筆
界
)
を
確
認
し
た
所

を
測
量
し
て
い
ま
す
の
で
杭
の
保
全
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
農
業
所
得
」

申
告
説
明
会

税
務
課
(
内
線
1
2
4
)

農
業
所
得
は
、
去
年
か
ら
全
て
収
支

計
算
に
よ
る
申
告
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
た
だ
し
、
米

〈1
町
未
満
〉

・
麦
・

自
家
用
の
野
菜
は
、
当
面
、
標
準
計
算

で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
)
そ

の
た
め
、
申
告
時
期
の
前
に
申
告
の
仕

方
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を

行
い
ま
す
の
で
、
農
業
所
得
の
あ
る
人

は
で
き
る
だ
け
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
会
場

松
原
・
福
重
地
区

ロ
月
日
日
側
、
午
前
日
時
j
正
午
、

松
原
出
張
所
2
階
会
議
室

三
浦
・
鈴
田
地
区

ロ
月
日
日
開
、
午
後
2
時
j

4
時、

市
役
所
第
8
・
9
会
議
室
(
第
2
別
館
)

竹
松
・
菅
一
瀬
地
区

ロ
月
ロ
日

ω、
午
前
日
時
l
正
午
、

竹
松
出
張
所
2
階
会
議
室

大
村
・
西
大
村
地
区

ロ
月
ロ
日

ω、
午
後
2
時
1
4
時、

市
民
会
館
3
階
大
会
議
室

来
年

3
月
か
ら

簡
易
水
道
の
検
針
が

稿
用
に
な
り
ま
す

簡
易
水
道
課
(
内
線
2
6
1
)

簡
易
水
道
地
区
の
メ
ー
タ
ー
検
針

が
、
現
在
の
「
毎
月
検
針
」
か
ら
「
隔

月
検
針
」
に
変
わ
り
ま
す
。

使
用
量
の
算
定
は
、

2
か
月
に
1
回

検
針
し
た
量
の
半
分
ず
つ
を
前
月
分
と

今
月
分
に
し
、
端
数
が
で
た
場
合
は
1

3m
を
前
月
分
に
加
算
し
ま
す
。
な
お
、

料
金
の
納
期
限
は
翌
々
月
に
な
り
ま

す
。
(例・

4
月
分
は
6
月
末
、

5
月

分
は
7
月
末
)

簡
易
水
道
課
か
ら
の
お
願
い

。
現
在
、
料
金
の
納
付
方
法
は
「
口
座

振
替
ま
た
は
集
金
」
に
な

っ
て
い
ま
す

が
、
来
年
度
か
ら
基
本
的
に
集
金
は
行

わ
ず
、
「
口
座
振
替
ま
た
は
自
主
納
付
」

に
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
の
子
続
き
を

し
て
い
な
い
方
は
早
め
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
振
替
の
手
続
き
は
お
取

り
引
き
先
の
市
内
金
融
機
関
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

。
最
近
、
メ
ー
タ
ー
の
上
に
車
や
物
が

置
い
で
あ
っ
た
り
、
土
や
草
で
覆
わ
れ

て
い
た
り
、
検
針
に
支
障
を
来
す
事
例

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
検
針
は
使

用
水
量
を
計
る
ば
か
り
で
な
く
、
気
づ

か
な
い
水
漏
れ
を
発
見
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
い
つ
も
見
や
す
く
、
正
し
い

検
針
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

都
市
計
画
法
に
墓
づ
く

既
得
宅
地
制
度
の
廃
止

都
市
計
画
課
(
内
線
4
3
4
)

都
市
計
画
法
の
改
正
で
、
市
街
化
調

整
区
域
の
「
既
存
宅
地
制
度
」
が
平
成

日
年
度
に
廃
止
さ
れ
る
予
定
で
す
。
た

だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
「
既
存
宅
地
」
の

確
認
を
受
け
た
土
地
は
、
廃
止
後
5
年

間
は
自
己
の
居
住
や
業
務
の
た
め
の
建

築
が
で
き
ま
す
。

琴
平
ス
カ
イ
バ

i
ク

改
修
工
事
中

観
光
物
産
課
(
内
線
2
4
2
)

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
琴
平
ス

カ
イ
パ

1
ク
を
よ
り
充
実
し
た
公
園
に

す
る
た
め
、
施
設
の
改
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
工
事
が
進
め
ら
れ
、
工
事
車
両

等
の
出
入
り
が
あ
り
、
立
入
禁
止

・
危

険
個
所
等
の
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
校
行
事
等
グ
ル
ー
プ
で
利

用
す
る
際
は
、
観
光
物
産
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
登
録
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
(
内
線
3
4
1
)

農
業
委
員
会
(
内
線
3
5
1
)

毎
年
1
月
1
日
で
調
整
す
る
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
書

の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
資
格
の
あ

る
人
は
も
れ
な
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格

大
村
市
農
業
委
員
会
の
区
域
に

住
所
を
有
す
る
人
で
次
に
該
当
す
る
人

①
叩
ア
!
ル

(
1
反
)
以
上
の
耕
作
の

業
務
を
営
む
人
お
よ
び
同
居
の
親
族
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
1
年
間
に
お
お
む

ね

ω日
以
上
の
耕
作
の
業
務
に
従
事
す

る
人
(
内
縁
関
係
の
人
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
)
⑦
昭
和
同
年
4
月
ー
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

申
請
期
限

1
月

m日
同

犬
・
猫
の
里
親
登
録
制

度
が
ス
タ
ー
ト

環
境
保
全
課

県
央
保
健
所

(
内
線
1
4
4
)

(岱
⑫
3
3
0
5
)

こ
の
制
度
は
犬
や
猫
を
飼
え
な
く
な

っ
た
飼
い
主
が
、
県
央
保
健
所
も
し
く

は
市
環
境
保
全
課
に
登
録
し
た
里
親
希

望
者
へ
譲
渡
を
申
し
込
み
、
そ
の
犬

・

猫
の
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
る
も
の

で
す
。
詳
し
い
手
続
き
等
は
、
県
央
保
健
所

も
し
く
は
市
環
境
保
全
課
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

~: 



「

「
新
生
活
門
松
力

i
ド」

領
布
受
付
中
!

環
境
家
計
簿
の
無
料
配
布

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
4
)

市役所

ft53-4111 (代表)

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
方
々
に

日
常
生
活
で
の
環
境
に
つ
い
て
の
興
味

を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
臼

年
度
の
環
境
家
計
簿
を
作
成
し
、
希
望

者
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

配
布
期
間
ロ
月
下
旬

闇
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

闇

文
化
課
(
内
線
3
6
9
)

日
時
ロ
月
日
日
側
、
午
後
1
時
i
3

時
場
所
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
(
長
崎

市
)
持
参
す
る
も
の
①
当
該
銃
砲

万
剣
類
①
万
剣
類
発
見
届
出
済
証
①
審

査
手
数
料
新
規
登
録
審
査
手
数
料
:
・

1
件
6
、
3
0
0
円
・
登
録
証
再
交
付

審
査
手
数
料

:
i件
3
、
5
0
0円

※
手
数
料
に
つ
い
て
は
年
度
途
中
で
変

更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

熟
年
大
学
事
業
特
別
講
座

巴
辺
鶴
英
語
談
会

「
鶴
英
ち
ゃ
ん
の
修
羅
場

介
護
日
記
・
あ
し
た
の

介
護
保
険
」

コ
ミ
セ
ン
(
宮
⑭
3
1
6
1
)

女
性
講
談
師
の
田
辺
鶴
英
さ
ん
を
迎

え
、
介
護
問
題
を
明
る
く
楽
し
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
日
時
ロ
月
3
日
側
、
午
後
1
時
加
分

l
午
後
3
時
加
分
会
場
コ
ミ
セ
ン

出
演
講
談
師
団
辺
鶴
英
氏
対
象

一
般
定
員

2
5
0
人

入

場

料

無
料
申
込
方
法
コ
ミ
セ
ン
事
務
室

で
入
場
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。
(
定

員
に
な
り
次
第
締
切
)
電
話
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
村
子
ど
も
劇
場
第
mm
ロ
例
会

「
玄
一
工

O
の
不
思
議
劇
場
」

大
村
子
ど
も
劇
場
(
宮
⑮

7
0
6
3
)

日
時
ロ
月
5
日

ω、
①
午
後
5
時
加

分
l
②
午
後
7
時
加
分
j

場

所

コ

ミ
セ
ン
入
場
料
会
員
・
:
会
費
よ
り

支
払
い
ま
す
。
当
日
会
場
で
も
入
会
で

き
ま
す
。
入
会
時
4
歳
以
上
2
、
2
0

0
円
(
入
会
費

+
2か
月
会
費
)

「
さ
く
ら
荘
」

演
芸
大
会

年
忘
れ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
宮
@
1
3
5
2
)

皆
さ
ん
多
数
の
ご
来
場
を
お
ま
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
ロ
月
日
日
樹
、
午
前
叩
時
鈎
分

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

お
は
な
し
の
つ
ど
い

中
地
区
公
民
館
(
宮
@
1
3
7
6
)

楽
し
い
お
は
な
し
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
誰
で
も
自
由

に
ご
参
茄
く
だ
さ
い
。

日
時
ロ
月
2
日
目
、
午
後
2
時
1
3

時

場

所

中

地

区

公

民

館

内

容

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・
紙
芝
居
・
影

絵
・
人
形
劇
な
ど

ト
ト
口
の
み
た
夢

i
未
来
の
サ

ン
タ
に
会
う
!

サ
ン
タ
と
あ
そ
、
ほ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

ス
の
つ
ど
い

中
地
区
公
民
館
(
包
⑮

1
3
7
6
)

日
時
ロ
月
お
日
目
、
午
後
6
時
加
分

j
8
時
(
午
後
6
時
開
場
)
場
所

コ
ミ
セ
ン
参
加
費

1
人
5
0
0
円

(
大
人
・
子
供
共
通
)
定
員
先
着

3
5
0
人
申
込
方
法
前
も
っ
て
入

場
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。
※
中
地
区

公
民
館
・
コ
ミ
セ
ン
・
市
立
図
書
館
に
あ

り
ま
す
。

冬休み子ども映画会
掴はむこ参る! 置忍たま乱太郎
置プjレートの船員さん ・新・泣いた赤鬼
Eあかずきん ・わたしだけが

l一坦一1凹坐F凹山山?川吐Fω吐町三竺1叫虫
1ロ2/2お6LA:j 松原出張所 j 福重出張所 j 竹松出張所

112/26火 |萱瀬出張所 :鈴田哩十三浦出張所 i 

「僕にできないこと O
僕にしかできないこと oJ 
春山満著
24歳の時、進行性筋ジストロフィーを発
症、その後、福祉・介護ビジネスの旗手
として成功した著者の人生論・ビジネス
論・福祉論を綴った一冊。

12月9日田
10: 00-11 : 00 市コミセン
14: 00-15 : 00 西大村コミセン

量鬼の子とゆきうさぎ(アニメ22分)
・くまのおいしやさん(アニメ23分)
・ランボーのウソ(アニメ 15分)

12月9日国
10 : 00-11 : 00 中地区公民館
劃ぼくときどきぷた(アニメ25分)
盟知らんぷり目(アニメ 18分)
・手品師(アニメ15分)

ぜ親子映画会 町
ばななブレイク(吉本ばなな著)/天下騒乱 上・下(池宮彰一
郎著)/ダブル・スパイラル(米山公啓著)/啓順凶状旅(佐藤
雅美著)/マンボウ哀愁のヨーロッパ再訪記(北社夫著)/あや
かし(高橋克彦著)/ゼームス坂から幽霊坂(吉村達也著)/迷
子の眠り(赤川次郎著)/獅子の座足利義満伝(平岩弓枝著)
/壷中の天国(倉知淳著)/老いてなお、こころ愉しく美しく(長
岡輝子著)/イエスのDNA(レオンシオ・ガルツァパルデス著)
/超 120世紀論」上・下(吉本隆明著)/できる日本語入力
Wmdows版(嘉本須磨子他編)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (宮.FAX(@2457) 
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市役所

ft53・4111(代表)

圃
電
話
加
入
権
を
公
売

圃

税
務
課
(
内
線
1
2
8
)

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
ロ
月
初
日
閥
、
午
後
1
時
初
分

場
所
市
役
所
第
3
会
議
室

公
売
方

法

一
般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限

即
納
持
参
す
る
も
の
印
か
ん
(
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
)
公
売
台
数

若

干

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら

れ
な
い
場
合
(
未
成
年
者
の
買
受
な
ど
)

は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。
な
お
、

公
売
開
始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

第

川

口

大

村

市

ヱJ
ど
も
美
術
展
作
ロ
∞

コ
ミ
セ
ン

子
ど
も
美
術
展
係
(
宮
⑪

3
1
6
1
)

資
格
市
内
の
小
中
学
生

部
門
お
よ

び
出
品
規
定

①
絵
画
の
部
(
ポ
ス
タ

ー
は
除
き
、
版
画
を
含
む
)
画
題
自

由
・
画
材
は
ク
レ
ヨ
ン
・
ク
レ
パ
ス
・

水
彩
・
大
き
さ
は
八
つ
切
り
ま
た
は
四

つ
切
り

②
書
の
部
(
半
紙
に
書
く
こ

と

)

課

題

小

1
:
・
「
ゆ
め
」
小

2
・
:
「
土
手
」
小

3
・
:
「
社
会
」

小
4
・:
「
成
功
」
小

5
・
:
「
時
代
」

小
6
:
・
「
栄
光
」
中
1
・
:
「
開
発
」

中
2
・
:
「
推
進
」
中

3
・
:
「
飛
躍
」

(中
3
の
み
棺
書
ま
た
は
行
書
で
も
よ

い
)
※
出
品
作
品
は
、
自
作
、
未
発
表

で
各
部
門
1
人
1
点
と
し
ま
す
。
作
品

に
は
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

平
成
日

年
1
月
4
日
同
j

M
日

ω、
午
前
9
時

j
午
後
5
時
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

パ
ソ
コ
ン
初
級
技
術
講
習
会

長
崎
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

(
8
0
9
5
i
8
4
6
1
9
0
3
0
)
 

女
性
の
就
業
機
会
の
拡
大
と
就
業
条

件
の
向
上
を
目
的
と
し
た
技
術
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
平
成
日
年
1
月
9
日
ω
1
2
月

日
日
幽
の
初
日
間
(
第
2
・
4
土
曜

日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
)
午
前
日

時
i
午
後
1
時
ぬ
分

講
習
科
目

パ
ソ

コ
ン
初
級
(
日
商
ワ

ー
プ
ロ

4
級
受
験
・
表
計
算
)

募
集

定
員

M
入
場
所
国
際
情
報
科
学

専
門
学
校
諌
早
校
(
諌
早
市
)
応
募

資
格

①
再
就
職
を
希
望
し
、
求
職
活

動
を
し
て
い
る
女
性
②
全
日
程
受
講
可

能
で
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
受
講

料
無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費
は
自
己

負
担
)
申
込
方
法
国
際
情
報
科
学

専
門
学
校
諌
早
校
事
務
室
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
申
込
を
さ
れ

た
方
は
、
ロ
月
日
日
倒
、
午
後
1
時
加

分
か
ら
簡
単
な
面
接
選
考
を
行
い
ま
す
。

「
国
際
ス
ク
ー
ル

一コ
Z
》
の
》

ω》
穴
ご

受
講
者
募
集

企
画
調
整
課
(
内
線
2
2
み

県
内
在
住
の
高
校
生
を
対
象
に
、
外

国
人
な
ど
を
講
師
と
し
た

1
日
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

ロ

月

9
日
出
、
午
前
9
時
j
午

後
4
時
紛

分

場

所

シ

l
ハ
ッ
ト
お

お
む
ら
対
象
県
内
の
高
校
生
(
万

人
程
度
)
講
師

J
E
T
青
年
(
国

際
交
流
員
お
よ
び
英
語
指
導
助
手
)

参
加
料

8
0
0
円

(
昼
食
代

・
テ
キ

ス
ト
代
等
と
し
て
)
応
募
方
法
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学

年
を
明
記
し
て
郵
送
ま
た
は

F
A
X
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

〒

8
5
0
1
8
5
7
0
長
崎
市
江
戸
町

2
1
日
長
崎
県
国
際
課
国
際
化
推
進

班

F
A
X
0
9
5
1
8
2
7
1
2
4
8

7
8
0
9
51
8
2
81
0
3
0
2
 

応
募
締
切
ロ
月
4
日
開

大
学
生
・
社
会
人
の
た
め
の

冬
期
海
外
派
遣

参
加
者
募
集

側
国
際
青
少
年
研
修
協
会

(
8
0

3
1
3
3
5
9
1
8
4
2
1
)
 

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
青
年

を
対
象
に
、
冬
期
海
外
派
遣
事
業
「
ア

メ
リ
カ
生
活
文
化
体
験
」
・
『
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
生
活
文
化
体
験
」
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間

「
ア
メ
リ
カ
生
活
文
化
体
験
」

平
成
日
年
2
月
四
日

1
3
月
3
日

(
U

日
間
)

「オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
活
文

化
体
験
』
平
成
お
年
2
月
四
日
j
幻
日

(
日
日
間
)
対
象
時
歳
j
お
歳
の
男

女
(
高
校
生
不
可
)

申
込
締
切
平
成
日
年
1
月
幻
日
耐

み
ど
り
管
理

受
講
者
募
集

(
果
樹
一
見
定
)

大
村
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(包
②
5
2
2
5
)

高
齢
者
の
就
業
に
役
立
て
る
た
め
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象

ω歳
前
半
の
方
期
日
平
成
臼

年
1
月
辺
日
卯
l
m
日

ω(土
・
日
曜
日
は

除
く
)
、
午
前
9
時
i
午
後
4
時
場
所

長
崎
県
央
農
業
協
同
組
合
大
村
地
区
事

業
本
部

受
講
料
無
料
申
込
締
切

ロ
月
幻
日
附

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎

職
業
訓
練
生
募
集

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
村
(
包
⑫

8
6

0
9
)
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎

(宮
⑫
2
3
2
3
)

対
象
転
職
者
の
方
で
雇
用
保
険
受
給

資
格
を
持
っ
て
い
る
人
訓
練
科
目

A
コ
l
ス
(
午
前
9
時
l
午
後

3
時
)

:
・
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
・

金
属
加
工
科
・
電
気
設
備
科
・
ビ
ル
管

理
科
・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科
・
ビ
ジ
ネ
ス

ワ
l
ク

科

B

コ

I
ス
(
午
後
1
時
1

6
時
お
分
)
・
:
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科
・
電
気
設
備
科
・
ビ
ル
管
理

科
・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
ワ

ー
ク
科
訓
練
期
間
平
成
日
年
1
月

5
日
働
1
6月
お
日
同

募
集
締
切
ロ
月
8
日
制

-22-

ft(52)3066 



t 

放
送
文
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

平
成
同
年
度
第

1
学
期

学
生
募
集

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

(宮
⑩
1
3
1
3
)

放
送
大
学
は
教
養
学
部
を
置
く
正
規

の
通
信
制
大
学
で
卒
業
す
る
と
学
士

(
教
養
)
の
学
位
が
と
れ
ま
す
。
日
歳
以

上
な
ら
だ
れ
で
も
入
学
で
き
、
生
涯
学

習
の

一
環
と
し
て

3
2
0
科
目
の
中
か

ら
1
科
目
で
も
自
宅
で
学
習
で
き
ま
す
。

募
集
学
生
全
科
履
修
生
(
卒
業
を
目

指
す
)
・
選
科
履
修
生

(
1
年
間
在

学
)
・
科
目
履
修
生

(
6
か
月
間
在
学
)

出
願
受
付
ロ
月
日
日
j
平
成
日
年
2

月
日
日
授
業
開
始
平
成
臼
年
4
月

1
日中

央
公
民
箆

冬
休
み
ヱ
J

ど
も
講
座

受
講
者
募
集

中
央
公
民
館
(
包
⑭
3
1
6
1
)

市役所

ft53-4111 (代表)
。
小
倉
百
人
一
首
子
ど
も
か
る
た
教
室

小
倉
百
人

一
首
の
取
り
方
、
遊
び
方

を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
1
月
5
日
は
か

る
た
大
会
を
行
い
ま
す
。

期
間
ロ
月
お
日
何
j

U
日
制

・
1
月

4
日
・

5
日
(
全
5
回
)
午
後
2
時
1

4
時

対

象

小

学

1
年
生
j
中
学
3

年

生

定

員

お

人

講

師

野

口

弘

満
先
生

。
ミ
ニ
門
松
引
つ
く
り
教
室

お
正
月
に
向
け
て
、
小
さ
な
門
松
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
時
ロ
月
幻
日
側
、
午
後
1
時
1
4

時

対

象

小

学

4
年
生
i
中
学
3
年

生

定

員

初

人

講

師

専

門

講

師

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
希
望

す
る
講
座
名

(
1
講
座
に

1
枚
)
を
書

い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
)
結
果
は
開
講
の

1

週
間
程
度
前
ま
で
に
は
が
き
で
通
知
し

ま
す
。

申

込

先

干

8
5
6
1
0
8

3

6
幸

町

お

お

受

講

料

無

料

(
た
だ
し
、
講
座
に
よ
っ
て
は
、
教
材

費
・
運
営
費
が
必
要
で
す
)

歳末特別警戒 12月28日""31日

火の元、大丈夫ですか?
市消防団では、火災発生防止と人命損傷事故の未然防止を図

るため、夜間警戒巡視などを行L瓦特別警戒を実施します。

期間中 『消防の時間Jを午後8時と定め、火の元点検の励
行を呼びかけるために、 30秒間サイレンを鴫らします。

もう一度、火の元を点検しましょう 。

午前8時12月28日(木)。消防演習招集サイレン

{主宰 ¥ 
県営住宅
募集住宅案内書配付:12月5日(刈~
申込期間:12月12日ω-14日休)

抽選日:12月19日ω

-申込書および用紙配付場所

並びに問い合わせ

長崎県住宅供給公社大村事務所

(東三城町6・1県営パスターミナル2階)

ft52-6825 

公営住宅では、犬・猫等の
ペット類の飼育、持ち込みは
できません O

住宅名 戸数 間取り 構造 階

旭 (改良) 2K 中耐5

旭(改良) 2K 中耐5 4 

池 田 3K 中耐4

久原第 2 3DK 中耐5 4 

久原第 2 3DK 中耐5 2 

域 3DK 中耐3 3 

t成 3DK 中耐3

原 口 3DK 中耐4

植 松 3LDK 中耐3 3 

木 士嘉 2DK 中耐3

市営住宅
申込期限:12月11日(月)
抽選日:12月20日(水)
入居日月 1日(月)

抽選は、
市民会館 (小会議室)
の予定です。

※家賃は入居住宅および入居者
の収入によって異なります。
※旭、池田、木場は単身者も入居可能
住宅です。 (単身は50歳以上等
の制限があります)
※旭 (改良)は申込時の収入基準が
他と異なり ます。

盟申し込み・問い合わせ

大村都市開発株式会社

1:.. 

岱⑧41 5 1 
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市役所

岱 53-4111(代表)

第11回

72~3白{白) 10:∞ω 
場所 z六村市JA会館at~ tll).弓!Jド
※雨天決行。駐車場が不足 していますので、乗り合わせてご来場くださ し、

-冨理問宮司・

長崎県央農業協同組合 大村地震事業本部総務金融課
n54-8005 

e泡_ VOI.43

口の中に当てはまる語句を答えてください。

政治家が選挙区内にある者に対して寄附をするこ
と、また有権者が寄附を政治家に要求することは禁

止されています。

つぎのようなものも寄附禁止の対象となります 0

.病気見舞い
・入学祝ぃ・卒業祝い

・地域行事への飲食物の差し入れ

・ぉ口口・お歳暮
.葬式の花輪・供花
ただし、親族の場合は除かれます。

裏

クイズの答

住所

氏名

年齢

電話番号

応募要領
表

長司E固固ー園周囲岡
L-.J 事市玖
務選島
局挙 1 
管丁
理目
委 25
員番
会地

応募締切 12月初日(水)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発送をもって代えさせていただきます)

置問い合わせ 選挙管理委員会事務局 (内線341)

(11月号の正解/1)

F 

、

あなたは80201ぷ溺 …
f8020運動」
高齢化社会において80歳と言う長寿に達しでも、20本以上の
健全な歯を保つことによって、豊かな生活を通して、健康で幸
せな日常生活を送ることを目指した国民運動です。

i 8 0歳になっても 20本、自分の歯を保ちましょう」とい
うこの働きかけは、一生自分の歯で楽しい食生活と健康な日常

生活を目標に、子供のころからの正しいデンタルケアと青年期

のセルフケアの重要性を打ち出しています。

3 5歳カf曲がり角といわれ、特に歯を失う原因でもっとも多
い歯周病。

成人病といわれるこの病気は、日頃の仕事の忙しさに任せて、

“暴飲暴食"や“不規則な生活"から少しの痛みや歯のぐらつ

きなど、見過ごしがちな毎日のチェックが重要。

食べたらすぐ磨くといった基本的なことも忘れてはいけませ

んが、例えば¥ブラッシングは正しいやり方をしているか、ま

たブラッシングと{井用するといいオーラルリンスなど、 トラブ

ルを抱えた時は専門家である歯科医師に相談してみるとよいで

しょう。

、

J 

乾燥、換気、涼風の一台4役。
fU7F 
L3:.. 

-24 -



市役所

ft53-4111 (代表)

大村市ゲートボール協会
発足20周年

大村市ゲートボール協会は、発足20
年目を迎え、 11月5日に記念のゲート
ボール大会を聞きました。ゲートボー

ルは、発足時は高齢者のスポーツとし

て行われてきましたが、今では、若い

人たちにも親しまれています。

記念行事では、家族ゲート通し大会

や玉入れなどが行われ20周年を祝いま
した。

ζ剰簡(tごと、、。
高齢者活動支援施設

伊努町ふれあい館
( I日本町保育所跡)

利用者:市内に在住のおおむね65歳以上で介護保険制度で、
「自立」と判定された方、または身体的に同程度の方

@利用料:1日 300円(ただし、所得税非課税世帯の方は無料)

利用時間:

申込方法:
登録制としますので
印鑑を持参のうえ
「伊勢町ふれあい館」
へ申し込んでくださ

-吉田四宮司・
高齢福祉課 (fi⑮4111・内線158・159)
伊勢町ふれあい館 (fi⑮1020)

第36回全国身体障害者スポーツ大会に出場した選手
(ろう学校)の皆さん (10/17・市役所)

第6回全日本ジュニア空手道選手権大会高校軽量級で
優勝した山本真弘君(大村工業2年生)
(10/30・市役所)

25 

第52団長崎県民体育大会大村市選手団の皆さん
(11/1・シーハットおおむら)

Y 



市役所

ft53・4111(代表)

.お火たき祭
と き 12月8日(金)20時点火
ところ:祐徳稲荷神社境内
・鹿島市特産品まつり
とき:12月 7 日休) 9 時~17時

12月 8 日 (金) 9 時~23時
ところ:祐徳稲荷神社参集殿

大村市・鹿島市物産交流

鹿島市特産品ま-，ll
= 12月7日休)・8日(金)=

[祐徳稲荷神社への道JII買]
しあわせ街道 (国道444号線の平谷黒木トンネjレ)を通って、
鹿島市内に入ったら、国道207号バイパスヘ右折。
久保山北交差点を右折。突き当りを右折。

大村市の皆さんこんにちは l佐賀県鹿島市からの

お便りです。

さて第5回目の話題は、祐徳稲荷神社で開催され

る「お火たき祭」と「鹿島市特産品まつり」です。

「お火たき祭Jは、各家庭にあるお札やお守りを
持ち寄って御神火で焼却されます。御神火にあた

ると無病息災で新しい年が過ごされるとあって、

点火される 20 時ごろは、たくさんの人がお札や

お守りを持って境内に集まります。 5mほどまで

上がる火柱は、荘厳なおもむきがあります。

また、祐徳稲荷神社内参集殿で開催される「鹿

島市特産品まつりJは、鹿島市内の新鮮な農産物・
海産物とその加工品や民工芸品などの特産品を一堂

に集めて販売する物産展です。あなたが‘探していたお

いしい物に出会えるかもしれませんね。ぜひお越しくだ

さし、。

最後に、この特産品まつりに、大村市と鹿島市の物産交流

の一環として、大村市の業者の方に出庖していただき、

この物産展を盛り上げてもらっています。 .問い合わせ
鹿島市役所

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
と
き
い
ま
し
た
(
敬
称
略
)

商工観光課TeI.09546-3-3412

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
渡
海
ム
ラ

H
m

万
円
V
高
辻
忠
興
H
m
万
円
V
山
村
秀

秋
H
5万
円
V
三
輪
勝
尚
H
5
万
円

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V
青
木
保
夫
H
5
万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
民
生
児
童
委
員
協

議
会
H
5
万
円
V
大
村
更
生
保
護
婦
人

会
H
2
万
円
V
聞
大
村
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
互
助
会
H
3万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
側
富
建
H
2
万

7
、
3
4
0円

文
化
基
金
へ

V
大
村
市
茶
道
連
合
会
U

2
万
円
V
富
永
清
子

u
m万
円

竹
松
小
学
校
へ

V
西
九
州
信
用
金
庫
竹

松
支
庖

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

V
近
藤
澄
子

V
中
地
区
お
は
な
し
の
会
V
人
形
劇
グ

ル
ー
プ
「
ゆ
で
ピ
l
」

清
和
国
ヘ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
松

尾
謙
・
小
下

一
義
)

V
萱
瀬
中
学
校
1

年
生
V
ひ
ま
わ
り
児
童
館

箕
望
荘
へ

V
上
諏
訪
民
踊
グ
ル
ー
プ
H

3
、

0
0
0
円
V
木
下
秀
美
V
宮
本

昇
H

閃
万
円
V
岩
永
満
恵

慈
恵
荘
へ

V
赤
木
信
雄
V
下
川
信
義
V

永
測
屋
V
松
永
シ
ズ
エ

V
辻
み
ち
子
V

山
村
秋
見
リ
5
万
円
V
三
輪
勝
尚
H
3

万
円
V
宮
本
昇
H
お
万
円
V
荒
木
微
H

5
万
円
V
青
木
保
夫
U
3
万
円
V
長
崎

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
H
1
万
円
V

松
本
ひ
で
V
大
江
良
男

泉
の
呈
へ

V
立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大

村
支
部
V
登
貴
和
木
会
マ
水
測
屋
V
宮

本
昇
H

お
万
円
V
須
田
の
木
老
春
ク
ラ

ブ
V
奏
月
流
大
正
琴
琴
の
海
五
月
教
室

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
高
辻
忠
興
H
5
万

円
V
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事!ï~.II*~ト均四ド
.住所・氏名・電話番号の文字入れ料金は
1，400円です。
・デジ51ルのクローズアップ料Eメール文
字入れ料は無料です。
・お年玉年賀はがきは準備しています。
持ち込みも出来ます。
. 70枚以上ζ注文の方にポストカードペン
を進呈致します。

大村市東本町345番地

TEL53-5535(代)真t1tTr:

成人記念写真ご予約承り中
ご予約の方には、スタジオ記念写真を使ったテレホンカ
ードまたは卓上コンビュータ一合成写真、または2000年
カレンダーのいずれかご希望の品をプレゼント致します。

腕量図星組 前写し
・平日に前写の方は10%OFF致します。
-成人の日は長崎インターナショナル
ホテル写真室でも撮影承ります。
-ホテルでは揖影時刻の指定が出 室Z
来ます。お早めにご予約下さい。 -
・もれなく京の小物プレゼント致します。



... SEAHAT INFORMATION ... 

国内最高のN響メンバーによる

N響弦楽合奏団
室内楽コンサート

3月13日図 さくらホール
18 : 30開場 19 : 00開演
.チケット[全席指定]一般3，000円会員2，700円

シーハット先のファンタジー
市内の小 ・中学校、 県立ろう学校、 久原養護学校と

市内4高校の生徒たちの力作30作品を点灯。
新しい大村の冬の名物にご期待ください。

圃期間:12月1日(金)-25日(日) 点灯時間18: 00-21 : 00 
・場所:シーハットおおむら周辺

-盟盟
三二ココ・ttート

みんなで楽しもう!ファミリーコンサート
12月2日(土) 18: 00開演 さくらホール

ちょっとお酒落な大人のコンサート
12月9日仕) 18: 00開演 スポーツ棟ロビー特設ステージ

映画

IJlIの流れのように」

2月24日圃市民会館
①11 : 00②14 : 00③19 : 00 
.チケット
一般・大学

小・中学生
80歳以上
.チケット取扱

前売1，300円 (当日:1，700円)
前売1，000円
(当日:高校1，300円・シニア1，000円)
※シニア=60歳以上80歳未満

800円 (当日券のみ)
500円 (当日券のみ)※年齢を証するものが必要

長崎書庖・本の庖ながさき・洋文堂・口ーソンチケット・
シーハットスポーツ棟事務室

海上自衛隊タリスマス・ココサート

-盟理
日時:12月15日(金)18 : 30-20 : 30 
場所:メインアリーナ (2，300席)
※入場整理券が必要です。

年末年始の休館のお知らせ
シーハットおおむら ・市民会館 ・屋内プールの年末年始の休館日は以下のとおりです。

12月29日(金)から1月3日(水)まで
また、この期間中、屋外体育施設の貸し出しは行いませんのでご注意ください。

なお、屋内プールは12月27日・28日、 1月4日は清掃作業等のため、利用できませんのでご承知ください。

27-

~トハットおおむら対サ事務室幻0・rnlII]
午前9時~午後iIlJ時・月曜日休館



年末年始のお知らせ
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年末には、 「ごみJが集中して排出され、このため、相当の混雑が予想されますので、
早めに清掃、整理され町内のそれぞれの集積所を利用するようにしてください。

12/ 

23 : 24 : 25 : 26 : 27: 28 : 29 : 30 : 31 
祝 ; 日 ; 月 l 火 ; 水 ; 木 l 金 l 土 : 日

十 三F常と長~一一一

日割表どおり

日割表どおり

r 空賞と起し 一一一一一，

:柑iR務庁!F7135在33主竺?ゐ10

年末年始日程表

日程
分類

観瞳極圏園園E癌~~lI... _， 燃やせるごみ収集

E・お鴎園・・・・.~~-_.・E・-

※持ち込みには清掃センターヘ事前連絡が必要です。

家庭ごみを町内に出される時と同じように分別して持ち込んでください。
注 :センター内での分別は、場内混雑・事故の原因になりますので、必ず分別して持ち込みをしてください。
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燃やせないごみ収集

集

り

燃やせるごみ
燃やせないごみ ・資源物の

清掃tJ9-持ち込み時間

Hヌ

し尿汲み取

物源資

燃やせるごみ・…....・H ・-・・市販の無色透明のごみ袋に入れて出してください。

燃やせないごみ....・H ・...バラける物や小物類は市販の無色透明のごみ袋で出してくださし」

資源物....・ H ・....・ H ・....・ H ・..缶・びん・雑誌・新聞・ダンボール・衣類・その他70ラスチック (A・B類)

ぺットボトルに分けてくださし」

びん 透明・茶その他に分けてください。(中をゆすいで)

ペットボトル一『ラベルはそのままでj rフタをはずすJ
『中をゆすいでj rつぶしてJ
市販の無色透明のごみ袋に入れてくださし'0
※ぺットボトル以外のボトルは、A類で出してください。

缶 スプレー缶は必ず穴をあけてください。

A
出
山

ft52-3487・53一0016
ft55-8440 
ft55-8213(AM)・55-3247(PM)
{夜間17:00以降 ft55-4319]

大村清掃
野田清掃
岩藤清掃

量し尿汲み取りの
緊急時の連絡先

-・面lm'i白百・

ft54-3100 

-r.直属扇町週・

休み中も急患はいつでも、当直医師が診察します。
小児科の急患については、 12月30日と1月2日の午前中は
小児科医師が診察します。なお、当日の受付は午前11時までです0
・問い合わせ 市立病院 (ft⑧2161)

-E図E事諸国E証書括通・・
12月28日から1月4日まで休館します。
なお、 12月26日の館内整理日は開館します0
.問い合わせ市立図書館(宮FAX⑫2457)

市立史料館 (ft⑮1979)

-世帯数32，635世帯 (+74)
「広報おおむらjは再生紙 (古紙40%)を使用しています。

清掃センター

ー誌面軍:E副長畑a・
出生・死亡・婚姻など、戸籍の届け出は、
休み中も宿日直で受け付けます。
ただし、転入や転出、諸証明の事務は
行いません。
・問い合わせ 市民課(内線101) 

休み中も午前8時30分から午後4時30分まで、給水中止・開始、
料金の納入受付などの業務を行います。
.問い合わせ市水道局(包⑮1111)

-人口 86，082人(+119) ・男 41，469人 (+80)・女44，613人 (+39)
※10月31日現在 ( )内は前月比 (住基法、外登法に基づく )
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